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令和 5 年第 1 回高森町定例会一般質問 

 

令和 5 年 3月 9 日 午前 9 時 開議 

会場：高森町役場 議場 

頁 氏名 質問事項 

86 木下 啓爾 Ⅰ 町民への情報提供について 

94 大島 正光 Ⅰ 町への移住、定住政策の促進を 

102 佐々木 昌 
Ⅰ 高森町サッカー場およびクラブハウス（仮称） 

条例整備について問う 

106 本島 未来 Ⅰ 多様性のある学校生活 

112 原 敏明 Ⅰ 町道の除雪について 

119 北沢 幸保 Ⅰ 当町の財政状況と壬生町政の政策を問う 

133 齋藤 天 Ⅰ 高森町の不登校について 

142 三浦喜久夫 Ⅰ 特定外来植物駆除と竹林整備、どう対処していくか 

152 河合 隆俊 Ⅰ 安心・安全な子育て環境について 
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日程第９ 一般質問（会議規則第 60 条） 

○議長（小平一博君） 日程第９、「一般質問」を行います。 

会議規則第 60 条の規定により、通告順に質問を許します。 

質問される方は、質問席で一項目ずつお願いいたします。 

それでは一般質問に入ります。 

 

◇ 通告１番 木下 啓爾（８番） ◇ 

○議長（小平一博君） ８番、木下啓爾君。 

○８番（木下啓爾君） 議席番号８番、木下啓爾です。 

これから、町民への行政からの情報提供について、ご質問いたします。 

早速、項目１の質問に入ります。 

町民の皆様に対する町からの情報提供というのは、文字媒体の広報誌あった

かもりやお知らせ版やホームページなどがあります。音声媒体のケーブルテレ

ビや音声告知放送なども使われております。また、各区を通じて、常会や自治

会組織への回覧文書などもあります。 

これらの町からの情報提供について、昨年度の町民生活意識調査の結果では、

質問 30 の「町からのお知らせや町政の情報など、必要な情報を十分に得られて

いると思いますか」の質問に、「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」を

合計すると 68％程度になります。どのような情報を指しているかは別にして、

約７割の町民が町政の情報を得られていると感じていることになります。 

また、続く 31 の質問、「あなたは町政に関する情報をどのように得ています

か」の項目では、広報たかもり 81％、お知らせ版などの文書 56％、公式ホーム

ページが 10％、ケーブルテレビが 20％、音声告知が 15、自治会、自治組織を

通した伝達 41、ＬＩＮＥが６という結果が出ております。 

そこでお尋ねをいたします。 

これらの情報提供の効果や成果をどのように評価しているか、お聞きをいた

します。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

中塚総務課長。 

○総務課長（中塚英幸君） 当町の情報提供の手段は、ただいま議員から町民アンケ
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ート結果などをご紹介いただいたとおり、紙の媒体の広報誌やお知らせ版、ホ

ームページ、また加入率５割余りのケーブルテレビ音声告知、また地元新聞や

テレビ等による、いわゆるパブリシティ報道などを駆使して努めているところ

です。それぞれの効果や成果について、主なものを申し上げます。 

毎月１回、８日前後に発行の広報誌と 18 日前後に発行のお知らせ版は、情報

の入手先として抜きん出て支持をされており、町としても、手に取りたくなる、

ページをめくりたくなる、できるだけ文字よりビジュアルで理解してもらえる

ような努力をしております。 

紙媒体に馴染んでいるシニア世代に向けての主力の媒体である一方で、月に

一度か二度という点が適時性や即時性を欠き、発信力や伝達性に限界があるこ

とは否定できません。 

次に、ホームページは、町として今、そして今後も特に注力したい媒体です

が、アンケート結果では、ただいまご紹介のとおり 10％余りの利用にとどまっ

ています。 

この対策として、いま約 1,800 の方にご登録いただいている公式ＬＩＮＥの

プッシュ通知によって、ホームページの新着情報などを速やかに登録者に配信

しています。また、ホームページ掲載情報の頻度・タイムリー性・コンテンツ

の数と質の向上にも努めているところです。 

こうして、令和元年度の調査では、ホームページを情報入手先とされた方が

6.7％でしたが、ただいまご紹介いただきましたとおり、昨年の調査では 10.9％

というふうに向上をしています。6.7 から 10.9％です。 

しかし、高度化する情報化社会の中で主力と位置づけるホームページとして

は、現在の利用率をもっと大幅に伸ばすよう、さらなる充実と利用促進を進め

てまいります。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 木下啓爾君。 

○８番（木下啓爾君） 細かくお答えをいただきました。 

調査というのは、それぞれの回答について、クロス集計をすることが必要に

なってくるかと思いますが、この場ではそれは質問いたしません。 

続いて、それぞれによる提供される情報には、独自の情報もございます。お

知らせ版とあったかもりでは内容が尐し違います。 

したがって、あるツールで町からの情報を得たといっても、町が意図したす
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べての情報が伝わっているわけではありません。 

しかし、ここでは、先ほどの質問 30 で６割、７割の方が情報を十分に得られ

ているという回答なので質問を進めます。①の質問です。 

町からの情報周知というのは、町政の知らせる努力と、一方、町民の知る努

力が必要です。ですが、町民の皆様に知る努力の向上、それを願っても、町サ

イドが具体的にできることはほとんどないと考えます。「見ろ」「聞け」「読んで

みろ」と強制ができないからです。 

しかし、町側の町民に情報を得ようと思っていただく取り組み、努力はでき

るはずです。先ほどの回答にもありました。文字媒体や音声媒体による情報伝

達について、読みやすい、聞きやすいなどの工夫が必要です。また、紙面の工

夫やホームページでの視覚的魅力の向上で興味を持っていただくこともできま

す。 

令和５年度の予算案の中にも、高森ホームページ及びＣＭＳ再構築業務など

があります。またマチイロの活用もＬＩＮＥで呼びかけておられます。これら

が情報を得ようと思っていただく働きかけだとは思いますが、これらのことに

関する町の考え方をお聞きいたします。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

中塚総務課長。 

○総務課長（中塚英幸君） 情報を届けたい年代等のカテゴリーですとか、情報自体

の内容や特性に応じて、町の各種の媒体を選択しつつ、よりわかりやすく魅力

や訴求力の向上に努めていますし、さらに注力してまいりたいと考えておりま

す。加えて、公式ＬＩＮＥの登録者の増加とともに、町のすべての情報のプラ

ットフォームと位置づけるホームページの充実を、先ほどのリニューアルのお

話もございましたが、最優先しつつ、支持の高い紙媒体の広報誌やお知らせ版

をホームページと組み合わせる、いわゆるメディアミックスあるいはクロスメ

ディアが効果的と考えられます。具体的には、広報誌では概略を掲載しつつ、

「この情報の詳細はホームページをごらんください」というような一般的な仕

掛けではあります。 

いずれにせよ、ホームページを基盤とするのは、媒体の集約による効率の向

上とＬＩＮＥとの組み合わせで、わざわざ探しにいかなくても手元のスマホに

届くからです。 

ただし、以上はあくまで情報伝達のツールに限ったことであり、最も大切と
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考えられる施策は、町政や地域づくりに、町民の皆さんが「自分ごと」として

自律的に関心や参画意欲を持っていただくことです。 

いま進めている地域人材教育は、そのカギともなる取り組みであるとともに、

まちづくりのさまざまな場面で多様な町民の皆さんの参画や協働を織り込んで

いるところです。 

また、時には町長自らが発信者となり、テレビや新聞で取り上げてもらうよ

うに努めています。 

議員はじめ議会におかれましても、町民に情報を得ようと思っていただける

働きかけの担い手として、さらなる積極的な取り組みや、また今のような町へ

のご助言をお願いいたします。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 木下啓爾君。 

○８番（木下啓爾君） 議会に対してもご要望をいただきました。 

根本的には、町政への関心を高めていただくことが最重要だと考えます。 

今後、町や議会が一緒になって取り組むべき大切な課題ですが、今日はちょ

っと論点が変わってまいりますので、このことに関する内容は省きます。 

（２）の項目でございます。 

町が町民の皆様に向けて発信する情報は、分類方法にもよりますが、行政施

策の情報、社会生活に必要な情報、災害など生命に関わる情報、またイベント

情報などに分類されると思います。どのような情報であったとしても、対象と

なる町民の皆様に確実に、そしてわかりやすく伝えることが重要になります。 

そこでお聞きします。 

町では、いま出ました「どのような情報」を「誰が」「どのツールで」「何時」

町民に提供するかなどについて、統一された役場内での基準はあるのでしょう

か、お聞きをいたします。 

○議長（小平一博君） （２）に対する答弁を求めます。 

中塚総務課長。 

○総務課長（中塚英幸君） 今ご提言のような具体的な基準は、現在のところ設けて

はおりません。 

一方で、昨年９月に総務課の広報係により、情報発信方針というものを策定

をいたしまして、当町の現状と課題、そして改善の方針を整理して、実務上で

職員に周知を図っているところです。 
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その一端を紹介いたしますと、まず、広報あったかもりでは、町の話題を特

集記事で取り上げ、専門業者への委託により効果的にＰＲするとともに、町か

らのお知らせは、できるだけ文字に頼ることなく、二次元コードなどにより、

詳細な内容は、先ほどクロスメディアのお話をさせていただきましたが、ホー

ムページに誘導する記事作りを進めようとしています。 

また、２つ目として、ホームページは、統一されたデザイン・文言など、利

用者が利用しやすいページ作りをしつつ、検索性能の向上のための階層整理が

課題であり、そのようにいたしたいと進めておるところです。 

また、ケーブルテレビでは、文書や写真などではイメージしにくいもの、例

えば、動画を見ながら、実際に運動ですとか、活動とかをやってみる場合など

を積極的に制作して、他の媒体の不足部分を補うというようなことです。あく

まで方針ではありますが、ご紹介をさせていただきました。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 木下啓爾君。 

○８番（木下啓爾君） 基本的な基準とは言わないまでも、ある程度の方向性はある

というお答えでございます。 

例えば、イベントの開催情報、これを例にとると、伝達のツールは、ホーム

ページであったりＬＩＮＥであったり、お知らせ版や回覧文書、それからケー

ブルテレビなどの放送さまざまです。複数のツールを利用する場合も、１つだ

けのときもございます。また、明らかに、明らかに情報発信が遅いと思う開催

日が迫っているイベント等もございます。 

これら一貫性がないように思いましたので、役場内での統一された基準とい

うことをお聞きをいたしました。町からの情報提供に一貫性がないということ

は、町民にとっては、知る努力から考えても問題が残るかと思います。 

続いて、①の質問です。 

町民への情報提供についての一貫性を図るため、先ほどの基準を定めること

はむろんですが、各課に広報担当者を配置すること、短時間でもいいから担当

者同士で打ち合わせ会などを開催するなどの必要があるのではないかと考えま

す。 

また、それぞれの情報発信は、町政と町民をつなぐ大切なものですから、発

信するべき情報が発信されているかなど、庁舎全体の最終チェック担当が必要

ではないかと考えますが、いかがでしょうか。 
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○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

中塚総務課長。 

○総務課長（中塚英幸君） 現状ではそのような横断的組織あるは機能がないという

ことを認識しております。当町の最小限の職員体制のもとでは、兼務として機

能や任務を担うことは考えられるかと存じます。あるいは尐なくとも、広報や

情報発信伝達のスキルアップ、この研修機会の設定ですとか、職員間の技術的

な情報の共有、例えば、このイベントのときにはこのようなチラシを作ったよ、

これを見本市のようにして確認をするようなことは最近始めたところでありま

す。そういったものの共有には今も努めて、また今後も進めてまいりたいと思

います。 

ただいま議員にご提言いただきましたような、各課における、例えば、広報

のキーパーソン的職員の打ち合わせ会議を設けて、先ほどのご質問で未設定と

答弁させていただきました「何らかの基準」をまず協議するというようなこと

が、有効かつ現実的と認識をした次第です。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 木下啓爾君。 

○８番（木下啓爾君） お忙しい職員の皆さんですから、無理のない範囲でお取り組

みをいただくようにお願いをいたします。 

さて、最後の項目３に移ります。 

先ほどから情報提供について質問しておりますが、町民に大切な情報が伝わ

っていない、理解されていないという状況があるように思います。 

保育園建設や舟券売場建設、クラブハウスやサッカー場建設など、大きな予

算を必要とし、これからの高森町に大きな影響をもたらす事業について、まち

づくり懇談会やさまざまな説明会など、町民の方から「知らなかった」「聞いて

ないよ」「寝耳に水」という言葉まで出されておりました。 

情報を知らせる努力の観点から、これらの町民の声に、町からの情報提供に

問題があったとお考えでしょうか、お聞きをします。 

○議長（小平一博君） （３）に対する答弁を求めます。 

壬生町長。 

○町長（壬生照玄君） いま挙げていただいた３項目がありますけれども、舟券売場

については、町が主体性をもってやるものではありませんので、これについて

はちょっと答弁を控えさせていただきたいと思います。 
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それ以外の事業については、いずれも地元であったり各地区での説明会をし、

議会の全員協議会を通して、新聞等での報道をしていただいておるということ

もありますし、広報たかもりであったりとか、ホームページ等で随時周知を可

能な限り努めているということであります。 

町民の皆様に情報が届くという理想は、決して容易ではないということも確

かでありますし、最初の質問にあったとおり、町民の皆さんが逆に自分ごとと

して町政に関心を寄せていただいておるのかどうなのかというそういうところ

も、まだまだ町としてできてない部分があるので、人材育成を進めるというよ

うなところも含めて考えていくと、町の情報提供の仕方、それ自体に問題があ

るというふうな認識を持っているということはないということです。 

○議長（小平一博君） 木下啓爾君。 

○８番（木下啓爾君） 町長から直接、町からの情報提供に問題があったとは思って

いないというご回答をいただきました。先ほど来出ている町民の知る、知ろう

とする努力、ここが一つの課題、キーポイントになるかとは思います。 

ただいまの回答にもありましたが、私は議員として可能な限り、懇談会や説

明会などに参加をさせていただいておりますが、町側としてできるだけの情報

は町民に提供していると私は考えています。しかし、それらが点だけに終わっ

ているようにも感じております。 

そこで、①に移ります。 

今後は「知らなかった」と批判されないため、重要事項や町民の関心の高い

事業に対する進捗状況を知らせる時系列一覧のような情報も開示することが必

要ではないかと考えますが、いかがでしょうか。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

中塚総務課長。 

○総務課長（中塚英幸君） ただいまご提言のあった時系列による過去の経過から現

在までの情報掲載は、例えば、今であっても、町のホームページでいわゆるブ

ログ形式的に、１つのページに下から順に新しい順になるように掲載するイメ

ージであれば、可能というふうに考えております。 

町では、例えば、かわまちづくり事業や高森まるごと収穫祭などのホームペ

ージ掲載におきまして、事業や取り組みのスタート時点から経過を追って、そ

のような形で記事を連ねています。 

今後も、事業等の性質に応じまして、そのような時系列による情報提供にさ
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らに努めてまいりたいと思います。ありがとうございます。 

○議長（小平一博君） 木下啓爾君。 

○８番（木下啓爾君） 今までの取り組みを含めて、今後、クラブハウス、それから

かわまちづくり等々の進捗状況について、また町民にどのように知らせるかを、

お考えをいただければと思います。 

最後に、②の質問に移ります。 

町民の方の必要な情報を必要としているときに、また、町がこれはどうして

も町民に知らせる必要があると思ったときに発信する。このために以前にも実

施をされておりました、広報モニター制度のようなシステムを再度構築するこ

とを提案したいと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

中塚総務課長。 

○総務課長（中塚英幸君） 今ご紹介がありました過去にやっていたモニター制度と

いうのは、あくまで広報誌に関しまして、令和３年度までそのモニターを委嘱

して、毎号のモニタリング評価をお願いしてきましたが、令和４年度からはホ

ームページのご意見投稿ですとか、それから令和３年度から委託を始めた特集

記事のこのプロの委託先の方に、専門家の視点でのアドバイスに変えたため、

今その広報誌のモニター制度もないというのが現状です。 

それはそれとして、議員のご提言は、広報誌に限らず、町の広報や情報発信

の全体に関するモニター制度と存じ上げます。町では毎年の、先ほどご紹介も

いただきました町民生活・意識調査で、広報の評価に関していくつかの設問に

て把握をしていますが、さらにモニター制度の設置に関しては、今後、検討し

たいと存じます。 

○議長（小平一博君） 木下啓爾君。 

○８番（木下啓爾君） 質問しておきながら、不勉強で申し訳ございませんでした。 

以前行われておりましたモニター制度については、いま課長の方からご説明

のあったとおりであります。 

自治会や地区への加入率の低下、ケーブルテレビの加入者の減尐など、先ほ

どお話しが出たとおりであります。回覧文書や音声告知も、情報提供の効果が

以前より下がってきています。町政と町民を結びつけるために、これからの時

代、情報は非常に重要な役割を果たしております。 

ホームページに力を入れ始めている本町でございますが、時代に合わせた情
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報提供のあり方を提起して、私の一般質問を終わりにいたします。 

 

◇ 通告２番 大島 正光（12 番） ◇ 

○議長（小平一博君） 12 番、大島正光君。 

○１２番（大島正光君） 12 番、大島正光でございます。 

通告に従いまして、一般質問をさせていただきます。 

今回は、町への移住・定住政策の促進を、ということで質問をさせていただ

きます。 

ある月刉誌の 2023 年版の「移住したい都道府県ランキング」で長野県が 17

年連続で１位となったというふうに報道をされました。新型コロナウイルス禍

でテレワークが普及するとともに、20 歳から 40 歳代を中心に、自然豊かな環

境で子育てをしたい若い世代が増えていると解説をしております。 

当地域もリニアが開通すれば、東京や名古屋まで 20 分から 40 分で繋がりま

す。今から移住・定住できる環境を備えることが大切だというふうに思います。 

そのためには、伊那谷の自然豊かな環境に加えて、居住・住居、就労、支援

体制が重要といわれております。 

最初に、住居について質問をします。 

町営住宅が山吹にありますが、山吹団地と駒場団地の２つがあると思います

が、最初に、入居状況について伺います。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

三沢建設課長。 

○建設課長（三沢 茂君） 町営住宅・山吹団地につきましては、30 戸中１戸が老朽

化により居住不可、残り 29 戸については入居している状況です。 

駒場団地におきましても満室で、両団地とも現在募集は行っておりません。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 大島正光君。 

○１２番（大島正光君） 両団地とも入っておるというような回答がいただけました。 

町営住宅の山吹団地ですが、平屋建てと２階建ての計 30 戸あるというふうに

聞いておりますが、昭和 53 年から５年かけて建設をしておりまして、現在約

40 年を経過していると思います。 

また、当該地の周辺には大型商店や医院、それから日用品店、そしてサッカ

ー場等ができ、高森町の中でも一等地になりつつある場所でもあると思います。 
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山吹団地が平屋あるいは２階建てでは、私はもったいないと思います。ＲＣ

鉄筋コンクリート４階等に造り直して、子育て世帯や移住者などが住みたくな

るような改築をしたらと提案をさせていただきます。もちろんいま入居してい

る方を最優先にしたいというふうに思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

壬生町長。 

○町長（壬生照玄君） ご紹介いただきました山吹の下河原につきましては、都市計

画上では用途区域に指定されていない場所で、非線引き白地地域となっていま

す。国道 153 号を中心に大型ショッピングセンター、医療機関、福祉施設、Ｊ

Ｒの駅もありまして、住居環境は非常に整った場所というような理解をしてお

ります。 

また、今年、高森中学校の３年生が「未来設計班」として、総合的な学習の

時間の中で、大きな開発が進む山吹下河原の十数年後に思いを寄せて、中学生

が描く高森町の未来像を考える活動も行っていただきました。 

町でも本年度から、山吹下河原土地利用計画策定に向けた事業に着手し、持

続可能なまちづくりに向け、都市計画マスタープラン、立地適正化計画の策定

を進める中で、都市機能と住居誘導区域の検討について、当該地域で公営住宅

も含めた住宅政策を検討していきたいと思っております。 

町営住宅については、いま入浴設備とかもなく、老朽化が進んでいるという

ことです。 

一方で、最近の公営住宅は、住居環境の支援をするということだけではなく

て、多世代の方に向けて「住みたくなる」住宅を提供していくということで、

移住促進などの促進、そういったものも有しているということです。 

こうした背景も踏まえまして、団地の集約化による土地及び管理の効率化な

ども併せて、今後、検討してまいりたいと思います。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 大島正光君。 

○１２番（大島正光君） ぜひ早めに検討をしていただければというふうに思ってお

りますので、よろしくお願いします。 

②番に移りますが、町での改築が多額の予算投資、数億円かかると思います。

不可能であれば、県営住宅として県にお願いすることも考えられますが、いか

がでしょうか。 
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○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

三沢建設課長。 

○建設課長（三沢 茂君） 長野県では、長野県県営住宅プラン 2016 の中で、公営住

宅の必要戸数については、南信州圏域の人口動態を踏まえた上で、公営住宅目

標戸数を定めております。これは、住宅確保要配慮者世帯数が、計画期間 10

年間内で公営住宅に入居可能となるために必要な公営住宅戸数ということで、

南信州管内におきましては、県営が 618、市町村営が 1,010 ということになっ

ておりますけれども、この供給目標戸数を踏まえて廃止する団地を設定し、全

戸空室とした上で廃止手続きを進めることとなっております。 

いずれにしましても、地域ごとの供給計画は、住宅確保要配慮者の世帯数の

推計、公営住宅の供給目標戸数と、それに対応する既存ストック、廃止方針と

なる住戸の既存入居者を考慮した戸数について、県と市町村の役割分担を踏ま

え、地域の実情を踏まえながら、県と協議・調整を重ねていきたいと考えてお

ります。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 大島正光君。 

○１２番（大島正光君） 次に移りたいと思います。③に移ります。 

移住者にとっては、町内の空き家物件の情報も大切ではないかというふうに

考えます。 

町のホームページでは４件、ほか２件は空き地、空地が載っておりますが、

不動産業者や建築業者などとの連携が取れておるのか、お聞きをさせていただ

きます。 

また、この原稿を書く時点では、このホームページの町の担当者が経営企画

室となっておりまして、今はそういうあれがないというふうに思っておりまし

た。あまり力が入ってないようにちょっと感じましたが、いかがでしょうか。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

中塚総務課長。 

○総務課長（中塚英幸君） まずもって最初に、担当課の記載が変わってなかったと

ころは全くお恥ずかしい限りで、ご指摘をいただきまして改善をさせていただ

いたところです。ありがとうございました。 

この空き家バンク情報は、総務課とありますとおり、総務課の防災安全係で

担当をしております。空き家対策自体がその係の担当ですが、当面は、防災安
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全上で問題がある空き家に対する改善の依頼ですとか、現状把握に追われてお

りまして、活用が期待される物件の積極的な情報収集ですとか、宅建業者との

連携が十分にできておらず、業者サイドからの情報提供を受動的に待っている

というのが現状です。 

この改善を図るためには、まずは庁内の関係課で協議をさせていただきまし

て、空き家の把握と対策、そして活用に関します役割分担ですとか、その組織

体制を整えたいと考えております。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 大島正光君。 

○１２番（大島正光君） ぜひ関係者との協議をまたお願いしたいと思います。 

次に移りたいと思います。 

④に移りますが、県の来年度の予算の知事査定で、昭和 40 年代前後に建設さ

れました県営住宅の環境改善に向け、大規模改修や風呂のリフォーム、エレベ

ーターの設置、建て替えなどを行う「５Ｒプロジェクト」で 27 億 8,600 万円が

予算案として決まったと報道されました。 

この５Ｒですが、リノベーション、リフォーム、それからリニューアル、そ

れから建て替え、それと再編事業の５つのことをいうというふうに載っており

ました。 

吉田河原にある県営住宅も「５Ｒプロジェクト」に該当すると思われるため、

やっぱり２階建てを４階建てのＲＣ等にして、若者や移住者等が入居できるよ

うに県に要望したらいかがでしょうか。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

三沢建設課長。 

○建設課長（三沢 茂君） 県営吉田団地につきましては、管理戸数が 87 戸中、現在

入居者数は 57 戸ということで、老朽化が進み入居希望者が減尐、空き家の増加

から、現在、募集停止となっております。老朽化が著しい高森町内の公営住宅、

県営吉田団地、町営住宅山吹団地は、居住環境の改善が県と町の共通の課題と

なっております。 

今後、町内の２つの公営団地、県営吉田団地と町営住宅の山吹団地を一つに

集約し、県が公営住宅として建て替えを行い、25 年後に町が無償で譲渡を受け

る県営住宅建替事業を前提として、高森町内の公営住宅の効率的な再編につい

て、県と協議を始めたいと考えております。 
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なお、事業化が決まりましたら、県営住宅５Ｒプロジェクト推進事業の基本

方針に沿い、「住みたくなる」住宅への改善、高齢者・環境への配慮、住宅セー

フティーネット機能の発揮、子育て世帯の入所など、人口定着の対応など、住

みやすい環境整備が推進されていくものと考えております。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 大島正光君。 

○１２番（大島正光君） しっかり県の方と協議していただいて、早めにできれば建

て替えをお願いをさせていただければというふうに思っております。 

次の質問に移ります。次に２番目の就労について伺います。 

大企業の方がテレワーク等での移住も歓迎しますが、腰を据えて農業や地元

企業に就職、そして三遠南信自動車道やリニアの開通を見据えた大企業誘致も

大切と考えております。今からやっぱり準備は必要でないかというふうに思っ

ております。 

町の企業誘致の考え方をお聞きしたいと思います。 

また、県の方でも三遠南信やリニア開通を見据えて、ＩＴ企業立地促進に予

算を計上しております。町だけでなくて県と協力して、また広域連合や首長会

議等で企業誘致をさらに促進したらいかがでしょうか、伺います。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

野沢産業課長。 

○産業課長（野沢 稔君） それでは、企業誘致につきまして、ご質問いただきまし

た。 

当町では、新たな企業の受け皿としまして、下市田産業用地のおよそ 15 ヘク

タールの整備を進めておるところでございます。まずは、この場所での企業集

積を図ってまいりたいと考えているところです。 

また、この場所のうち既に４ヘクタールにつきましては、２つの企業に立地

をしていただきまして、現在盛んに事業を行っていただいておるところです。 

そのほかの場所につきましては、当面の間は、ＪＲ東海様によりますリニア

ガイドウェイヤード等で利用されるということになっておりますけれども、こ

れらの終期を迎えるまで待つことなく、前もっての企業の情報把握などに努め、

誘致につなげてまいりたいと考えております。 

他機関との連携でございますけれども、現在でも県の方に照会のありました

企業様からの用地取得などの要望につきましては、関係機関に共有をされ、該



 - 99 -   

当を把握するといったことが行われているところでございます。 

またそのほかにも、一般財団法人であります日本立地センターに当町は加盟

しながら、企業の皆様の立地計画などの情報把握に努めております。 

今後につきましても、こういった媒体、組織などの情報を活用しながら、全

国の企業立地計画を把握していきたいと考えてございます。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 大島正光君。 

○１２番（大島正光君） さらなる県等との連絡を密にしていただいて、企業誘致の

方をよろしくお願いしたいと思います。 

次の質問に移ります。 

定住対策の一つとして、「しごと☆未来フェア」の継続が大事というふうに思

っております。町内の企業や近隣の企業は優良企業が営業しておりまして、学

生や若者は、存在すら知らない方が多いというふうに思っております。やっぱ

り将来のやりたい仕事を考える機会として、この「しごと☆未来フェア」とい

うのは大切だというふうに思っておるわけでございます。 

尐し拡大するような形で継続を要望していきたいと思いますが、いかがでし

ょうか。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

野沢産業課長。 

○産業課長（野沢 稔君） ご質問いただきました「しごと☆未来フェア」でありま

すけれども、本年度令和４年度で第４回を重ねることとなりました。現在まで

には製造業や建設業といった、いわゆるオーソドックスな事業の皆様に加えま

して、林業それから農業といった事業者の方も加わり、本年は 37 社ほどをご参

加いただくことができました。 

毎年アンケートはお願いしているわけですけれども、参加した中学生からは、

「地域にこういう会社があるんだ」あることは知っていても、「こういうお仕事

だったんだということを知ることができた」ですとか、また、事業者の皆様に

つきましては、「子どもたちから直接顔を見て説明をさせていただくことで、改

めて自分たちの仕事を見つめ直すことができたり、また、その企業、人材の募

集についてのアイデアをいただいたりといった機会になっている」というお答

えをいただいております。 

本年度につきまして、新年度につきましても、お計らいしております新年度
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予算の中で、継続するよう事業費を提案させていただいております。新年度に

つきましては、屋内でなかなかできなかったものを、できるような屋外のブー

スなどもできないかということで、計画をしておるところでございます。 

よろしくお願いいたします。 

○議長（小平一博君） 大島正光君。 

○１２番（大島正光君） 私はコロナ禍だったものですから、ちょっと思い違いをし

て、昨年というか、令和４年度は開催しなかったんじゃないかなというふうに

思って提案をさせていただきましたが、しっかりと「しごと☆未来フェア」や

っていただいておるというのを確認させていただきましたので、また今年度も

よろしくお願いしたいと思います。 

次の質問に移ります。 

３の移住・定住に対する支援体制について、伺いたいと思います。 

先ほどの「住みたい田舎ランキング」で、お隣の飯田市が人口５万人以上 10

万人未満のまちの総合部門で初の全国１位となったというふうに新聞報道でお

聞きしました。市の担当者は、「移住の決め手となるのは人とのつながり」とい

うふうに話しておりまして、関心のある人の移住相談や情報発信に取り組みつ

つ、市のファンを増やしていきたいというふうに言っております。 

県の方も来年度、国の移住支援対策拡充に合わせて、東京圏、愛知県と大阪

を含みますが、などから県内に移住して就業や就職や創業をする人への移住支

援金も引き上げをするというふうにしております。支援金だけでなく、移住相

談や住みやすさなど、情報発信は大切だというふうに考えております。 

町の現在の支援体制、また、今後の支援や相談体制についてのお考えをお聞

きしたいと思います。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

野沢産業課長。 

○産業課長（野沢 稔君） ご紹介いただきました県の支援事業でありますけれども、

一定の条件下ではありますが、就業のために移住をされた皆様に支援金が支給

されるといった制度の中で、子育て世帯の方に子育て加算といったものがござ

います。その限度額につきまして、新たに 30 万円から 100 万円の拡充が行われ

るということで、新年度予算の方におきましても、町のその負担分については

対応しておるような提案をさせていただいておるところでございます。 

町のこれからの支援体制ということもお含みいただきましたけれども、現在
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のところ、南信州広域連合が中核となりまして、「南信州暮らし応援隊」という

取り組みを 14 市町村で行ってございます。これらにつきましては、なかなか現

地をご紹介できない中ではありましたので、オンライン相談会ですとか、その

中でも現地ツアーですとか、そういったものを行いながら、実際に移住をされ

た皆様からのご発言、またご相談者の方との意見交換といったような取り組み

を行っております。 

これらにつきましては、当町では産業課、商工観光係からメンバーとして参

加させていただきながら、引き続き取り組んでまいりたいと考えてございます。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 大島正光君。 

○１２番（大島正光君） しっかりとまた取り組みの方、お願いしたいと思います。 

また、次の質問に移りますが、今お聞きしました一方で、やっぱり一番大事

なのは、町内で生まれ育った若者が、大学等の進学等で地元を離れますが、定

住のために帰ってきやすい環境づくりも大切と考えますが、町長のお考えをお

聞きしたいと思います。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

壬生町長。 

○町長（壬生照玄君） おっしゃっていただいたとおりだと思います。この町で育っ

た子どもたちが地元を離れたとしても、それぞれの舞台で夢を実現し発揮する

ことはすばらしいことだと思っています。もちろんその舞台がこの地であれば、

一層うれしいことだということです。大切なことは、子どもたちが、この故郷

に育まれ、自身の根がここにあることを実感できているかどうかということだ

と思っています。 

町が取り組んでいる地域人材教育は、そのような経験を積み重ねていくため

に実施しているものであります。その上で、地域に帰って定住を考える条件と

して、安全、安心や経済的安定、子どもの教育環境、そして暮らしを豊かにす

る楽しみが必要だというふうにいわれております。 

そういった環境づくりに向けて、住宅取得への補助や、先にご紹介をいただ

いた企業立地などを通じた多様な働き場の確保、アントレプレナーなどの起業

支援、保育園の整備など子育て教育環境の充実、そして「ＭＩＺＢＥステーシ

ョン」であったりとか、新たなスポーツ施設の整備など、積極的に現在取り組

んでいるということでありますので、今後もご支援の方をよろしくお願いいた
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します。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 大島正光君。 

○１２番（大島正光君） 最後になりますが、伊那谷そして町の住みやすさを情報発

信、さらにアピールしていただきまして、移住・定住の促進の取り組みを加速

していただき、結果的に人口も毎年増加するよう願い、一般質問を終わります。 

 

◇ 通告３番 佐々木 昌（６番） ◇ 

○議長（小平一博君） ６番、佐々木 昌君。 

○６番（佐々木 昌君） 一般通告に従い、次の質問をいたします。 

高森町サッカー場及びクラブハウス（仮称）条例整備について、伺います。 

質問及び１回目の質問趣旨ということで、（１）番、全貌を町民に早めに周知

するため、使用者の立場からお伺いいたします。 

まず、高森町社会体育設置条例第４条に、高森町サッカー場及びクラブハウ

スは加わるのか。 

また施設ごとの、また使用団体ランクごとの料金の検討、設定はいつ行うの

か、お願いいたします。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

福島教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（福島直美君） 高森町サッカー場及びクラブハウスは、町の

社会体育施設となりますので、施設整備が完了した際には、高森町社会体育施

設条例に追加いたします。 

サッカー場は、本定例会にて建設費の承認をいただいた後に進めてまいりま

すので、ご質問いただきました条例設置の改正につきましては、クラブハウス

に関してお答えさせていただきます。 

クラブハウスは、令和４年度末までに完成となりますが、令和５年度当初に

備品等の設置などを行いまして、その後、６月のほたる祭りなど多くの皆さん

が集う際に、町民の皆様にごらんいただく機会を設けたいと考えております。 

本会議の町長あいさつにもありましたように、６月を目途に条例改正などを

行う予定としておりますが、サッカー場や周辺の水路、道路の整備が続くとい

うことから、当面は安全に配慮し、イベントを中心に利用していく予定で、一

般への開放は予定をしておりません。その間、クラブハウスの利用料の設定の
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方も予定はしておりません。ただし、イベントの中の参加費などは必要になる

場合もございます。 

新年度は、多くの皆様にクラブハウスを知っていただきながら、利用機会を

提供し、良さを感じていただけるような取り組みを進めていきます。 

なお、サッカー場につきましては、今後の整備の中で、供用開始に合わせて

条例設置、利用等の、利用料等の検討は進めていく予定でございます。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 佐々木 昌君。 

○６番（佐々木 昌君） それでは、①番の質問に移ります。 

この条例に基づき、使用にあたっては、高森町体育施設運営委員会が、社会

体育施設貸出し基準についての申し合わせにより、年間調整会議をはじめとし

て施設使用調整を行っています。 

この高森町施設運営委員会の調整会議に、高森町サッカー場及びクラブハウ

スの管理者は参加するのか、お願いいたします。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

福島教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（福島直美君） 施設予約のオンライン化に伴いまして、平成

29 年４月から運用が変更となっております。ですので、２月にまず年間調整会

議を行い、全体の施設利用を確定した上で、公共施設使用登録団体として登録

いただいた団体が、１カ月前から予約が可能となり、また、体育団体、体協、

スポ尐、中学校の部活、教育委員会が支援するスポーツ団体が、２カ月前から

予約可能となっています。 

クラブハウス、サッカー場についても、同様の取り扱いになるかと思います。 

○議長（小平一博君） 佐々木 昌君。 

○６番（佐々木 昌君） ②番に移ります。 

高森町体育施設貸出し基準についての申し合わせの第１項目で、行事の優先

順位は、第１ランクが、町の主催行事、第２ランクが、分館・地域の主催行事、

第３ランクが、教育委員会が認めた有料の合宿など、第４ランクが、体育協会、

スポーツ尐年団、中学校部活など、第５ランクに、町内一般者の活動、第６ラ

ンクに、有料で町外者、企業、政党、宗派の行事。 

さらに第２項では、このランク別の予約権として上位の３つ、まず町の行事、

次に地域の行事、次に教育委員会の認めた行事までは、年度末まで即日申し込
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んできたその日に予約が、年間予約ができるとなっています。 

令和４年２月８日付の山吹ほたるパーク周辺開発事業に関する山吹区からの

要望に対する町長の回答は、その参考で、サッカー場は、地域のスポーツ大会、

レクレーション、またコミュニティ行事等にご利用いただけますと回答してい

ますが、従来の施設運営委員会での申し合わせの中心ルールであるところの行

事優先順位付けはどのように変わっていくのか。 

そこで、この高森町社会体育施設貸出し基準についての申し合わせのランキ

ングでいえば、クラブハウスはどのランクに、また、高森町サッカー場はどの

ランクにあたるのか、お願いいたします。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

福島教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（福島直美君） 現在、社会体育施設の貸し出しについてのラ

ンクはございません。 

平成 29 年４月から運用が変更になっておりますので、２月にまず年間調整会

議を行い、全体の施設利用を確定した上で、公共施設使用登録団体として登録

いただいた団体が１カ月前から予約可能、体育団体が２カ月前から予約可能と

いった形になっております。 

ですので、クラブハウス、サッカー場についても、同様の取り扱いになると

思っております。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 佐々木 昌君。 

○６番（佐々木 昌君） ③に移りたいと思います。 

高森町サッカー場についていえば、示されたフットボールセンターとしての

デメリットの中に、県サッカー協会がサッカー場を時間的にも５分の４使用す

るという条件があります。申し込みによっては予約できないこともあるのでは

ないでしょうか。 

年間調整会議は従来年度末に行われていますので、予約権競合者同士の随時

の調整作業や、途中からでも、年度の途中からでも優先的に使用できる許可申

請書の位置づけもさらに必要になるのではないでしょうかと思いますが、問い

ます。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

福島教育委員会事務局長。 
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○教育委員会事務局長（福島直美君） 長野県サッカー協会からの補助金を受ける場

合、５分の４までは使用できる条件がございます。現在お聞きしている中では、

この地域のチームも参加している県協会主催の小中高生の下伊那リーグの大会、

南信大会などの実施が、主に休日に予定されているとのことです。 

つまり、使用できる条件はありますが、年間の５分の４を独占してしまうと

いうことはなく、しかも年度当初には日程が決まっておりますので、そのほか

の日程を当町の予約システムから通常どおり予約できるように調整する予定で

ございます。 

また、平日昼間や夜間の利用については、地域の皆様にご利用いただける時

間は十分確保できるのではないかと考えております。長野県サッカー協会とも

相談をし、各スポーツ団体等との施設利用調整を行ってまいります。 

○議長（小平一博君） 佐々木 昌君。 

○６番（佐々木 昌君） それでは、最後の質問です。 

町民を含めて新しいサッカー場やクラブハウスにどれほどの利用者が殺到す

るか、またしないのかはまだ未知数ですが、条例整備の準備検討段階は必要時

期にきていると考えます。その際、現条例にもあるような、例えば、施設規模

は小さいですが、高森ドームのように、65 歳以上の高森町民は無料などの措置

が条例に明記されていますが、こうした優遇措置も利用促進につながると考え

ますが、どうでしょうか。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

福島教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（福島直美君） 現在、公共施設利用登録団体として登録され

ている団体の社会体育施設利用につきましても無料となっております。 

令和５年度に体育施設利用団体の方々を中心に、高森町のスポーツ推進全般

の体制について考えていただく会を立ち上げていく予定でございます。その中

でクラブハウス、サッカー場を含めた社会体育施設全体の利用や利用料等のご

意見をお聞きし、今後の方向性の検討を進めてまいります。 

○議長（小平一博君） 佐々木 昌君。 

○６番（佐々木 昌君） 以上をもちまして、私の質問を終わりたいと思います。 

○議長（小平一博君） ここで暫時休憩に入ります。 

再開は 10 時 25 分です。 
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休 憩  午前１０時１１分 

再 開  午前１０時２５分 

 

○議長（小平一博君） 休憩を解き、一般質問を再開いたします。 

 

◇ 通告４番 本島未来（１番） ◇ 

○議長（小平一博君） １番、本島未来君。 

○１番（本島未来君） 議席番号１番、本島未来。 

通告に従い、多様性のある学校生活について、お伺いしていきます。 

先日、２月 10 日に開催された新型コロナウイルス感染症対策本部において、

マスク着用の考え方の見直し等についてが決定され、その中において、４月１

日以降の新学期におけるマスクの着用の考え方、学校生活、学校活動の実施に

あたっては、マスクの着用を求めないことを基本とするとされております。 

そこで、（１）マスク着用の考え方見直しに伴う教育現場の今後の対応をお聞

きします。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

高野教育長。 

○教育長（高野正延君） いま議員ご指摘のとおり、２月 10 日付政府対策本部決定に

おいて、学校の４月１日以降の新学期におけるマスクの着用の考え方について、

「学校教育活動の実施にあたっては、マスクの着用を求めないことを基本とす

る」等とされました。それに合わせ、県からは令和５年３月 31 日までの年度内

における卒業式以外の学校教育活動においては、従来どおり、新型コロナウイ

ルス感染症対策に係る県立学校運営ガイドライン等に基づき、適切に対応する

旨通知があり、４月１日以降の新学期におけるマスクの考え方については、改

めて通知があるとのことですので、現在確認をしています。 

県からの通知を確認の上で、一定の考え方をお示ししますが、個人の主体的

な選択を尊重させていただきたいと思っています。 

○議長（小平一博君） 本島未来君。 

○１番（本島未来君） では、そのまま①にいきます。 

各家庭、子どもたちへの今後のルール変更に伴う周知状況をお伺いします。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

福島教育委員会事務局長。 
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○教育委員会事務局長（福島直美君） 当面の行事への対応等も含め、変更点につき

まして、児童生徒への指導、また家庭への通知を行ってまいります。 

○議長（小平一博君） 本島未来君。 

○１番（本島未来君） 留意事項の中に、行政また教育現場が一律にルールとして求

めるのではなく、マスクを着用するかどうかは、個人の判断に委ねることを基

本とし、本人の意思に反してマスクの着脱を強いることがないよう、個人の主

体的な判断が尊重されるなどとしています。マスクをしたくない子、マスクを

したい子、したくてもできない子など、それぞれの考え方や権利を理解し、尊

重し合うことは、昨年 12 月の私の一般質問の方でも取り上げました、改正版の

生徒指導提要また新学習指導要領に基づいた対話型の学び、また多様性とは何

かを、対話によって深く理解するための良い機会となるかと思います。 

ですので、②子どもたちが学校において、今後のマスクに対する他者への考

えを理解する機会、この議題に対し、あるべき指導についても併せて見解をお

伺いしたいと思います。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

福島教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（福島直美君） コロナ禍におきましては、マスク着用につい

て、お互いの対応を尊重することはもちろん、新型コロナウイルス感染症に伴

う心理的な影響、偏見等の未然防止等も含め、人権教育として、各クラス、校

長講話等で常に話、また会話をしているといったところでございます。 

今後も、互いが安心して各種行事や学校生活に臨めるように、各学級等で指

導また話し合いを行う一方で、学活や道徳、保健室による指導などのそういっ

た必要な機会も設けていきたいと考えております。 

○議長（小平一博君） 本島未来君。 

○１番（本島未来君） 補足質問をお願いいたします。 

子どもたちへの周知や人権教育に対して、子どもたちへのそういった部分の

周知は図れているなというのは、私も子どもを通じて感じております。ですが、

各家庭、親御さん、全く２月 10 日にこちら決定され、３月 13 日から変わるよ、

４月１日から適用になるよ、こういったことがやっぱりなかなか知らない親御

さんが多いというのを、いろんな親御さんと話をしていく中でわかりました。 

こういったことを、やっぱり子どもたちを通じて各家庭に持ち込んでいただ

くという取り組みが必要かなと思われるんですが、そこの部分はどう思われま
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すか。 

○議長（小平一博君） 補足質問に対する答弁を求めます。 

福島教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（福島直美君） 各家庭へのそういった話であったりお伝えと

いうのは、非常に大切なことだと思っております。学校としての一定の方向性

は、今後いろいろな通知が出た中で、お示ししていく機会は設けたいと思って

おりますが、先の教育長の答弁にもありましたように、そういった一定の方向

性を含めつつ、各個人の考え方というところも尊重していくといった一文も含

めながら、決定をしてまいりたいと思っておりますので、よろしくお願いいた

します。 

○議長（小平一博君） 本島未来君。 

○１番（本島未来君） ４月以降の教育活動、通知では、４月以降の学校での教育活

動について、先ほど、まだ県の方からお示しが来てないということでしたが、

内容の方は、マスクの着用を求めないことを基本とすると明記されておりまし

て、教育活動には、体育を含めた授業全般や合唱、運動部の活動などが含まれ

るということ、併せて、基礎疾患などさまざまな事情でマスクの着用を希望す

る児童生徒がいることなどから、学校がマスクの着脱を無理強いしないように

すること、差別が起きないように適切に指導を行うことを求めております。 

そこで、③４月１日からの子どもたちの学校生活におけるマスクの着用に関

する対応の準備、先ほどはまだこれからお示しするということでしたが、現在、

こういった準備が必要になるだろうというところを踏まえ、お伺いしていきた

いと思います。 

○議長（小平一博君） ③に対する答弁を求めます。 

福島教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（福島直美君） 今おっしゃっていただきましたように、県か

らの通知を待っているところでございます。 

先ほどの教育長の答弁のところで、新型コロナウイルス感染症対策に係わる

県立学校運営ガイドライン、これをいま現在、学校では一番の基本としており

ます。 

今、本島未来議員がおっしゃっていただいたような内容については、その部

分は、もうこのガイドラインの中で一定の方向性は示されておりますので、そ

れよりもう尐し踏み込んだマスクの着用の議論というのは、今後必要かなと思
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っております。 

ですので、内容等も確認した上で、そういった人権的な感覚であったりとか、

そういったことも踏まえたマスクの着用の考え方を学校とともに共有してまい

りたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（小平一博君） 本島未来君。 

○１番（本島未来君） 続きまして、感染が大きく拡大している場合には、一時的に

場面に応じた適切なマスクの着用を広く呼びかけるなど、より強い感染対策を

求めることがあり得るとしています。ただし、そのような場合においても、子

どものマスクの着用については、健康面などの影響も懸念されており、引き続

き保護者や周りの大人、また子ども自身、体調に十分注意しながら判断してい

くことが必要とされています。 

なお、基礎疾患があるなどさまざまな事情により感染不安を抱き、マスクの

着用を希望したり、また健康上の理由によりマスクを着用できない児童生徒も

いることなどから、学校や教職員の方がマスクの着脱を強いることがないよう

にとされています。 

そして、児童生徒の間でも、マスクの着用の有無による差別、偏見がないよ

うに、適切に指導を行うことと示しておりますが、好奇心や不安感、違いなど、

周りの多様な判断が出てくる中で、子どもの心の変化を受け止め、対応する体

制はどのように整えていくのか、お伺いいたします。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

福島教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（福島直美君） 今後もですし、今までもこういった体制の中

で進めてきましたので、そういった体制がどういうふうになっているかという

ことでお答えさせていただきたいと思います。 

まずは、やはり相談しやすい雰囲気づくり、それは学級担任であったり学年

の中であったり、そういった雰囲気づくりを大切にする。 

また、相談窓口をきちんと周知し、養護教諭であったり教頭であったり、そ

ういった相談窓口がきちんとありますよいうことをきちんと周知して設置をし

ていくということ。 

また、性であったり心の問題であったりとか、そういう指導の実施を各学年

ごとの授業の中で進めていく。 

ただ、一番は、やはり気になる生徒の様子を、学年や職員会等で早く共有を
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し合って、学校また関係機関等と連携して進めていく、そういうことを進めて

まいりたいと思います。 

○議長（小平一博君） 本島未来君。 

○１番（本島未来君） マスク着用の考え方、見直し等が決定されたとともに、今回

来る来週ですね、卒業式、再来週ですと卒園式におけるマスクの取り扱いに関

する基本的な考え方についても示されました。卒業式におけるマスクの着用に

ついては、卒業式の教育的意義を考慮し、児童生徒はマスクを着用せず出席す

ることを基本として、その際の考え方を示すこととするとあります。 

そこで大枞の（２）ですね、卒業式・卒園式におけるマスクの取り扱いに関

する基本的な考え方をどのように対応していくのか、お伺いいたします。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

福島教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（福島直美君） ３校の学校長と教育委員会で話し合いを行い

まして、卒業式については、卒業生は基本的にはマスクを外し、着席時にはマ

スクを着用するといった予定でございます。在校生、保護者、来賓の皆様には、

マスクの着用のご協力をお願いはいたしますが、マスクの着用・未着用は、個々

の判断を尊重させていただきます。 

また、保育園も同様の取り扱いとさせていただく予定です。 

○議長（小平一博君） 本島未来君。 

○１番（本島未来君） 先ほど大枞の（１）のときにも同様な質問をさせていただい

たんですけれども、この卒園式の形式においての各家庭、また子どもたちへの

周知の方はいかがですか。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

福島教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（福島直美君） 保護者の皆様へは、学校や保育園から通知で、

お便りですね、それでお知らせをさせていただき、児童生徒の皆様へは、学級

ごとの指導、周知をさせていただく予定でございます。 

○議長（小平一博君） 本島未来君。 

○１番（本島未来君） この①の質問の方は、実は小学校に娘が通っておりますが、

途中から、実は私たちも卒業式に出席するんだというのを、そこで初めて聞い

て、「えっ、そうなの」という驚きだったり、やっぱりコロナ禍の卒業式という

のが、ちょっと常習化してきた中で、今回は在校生も一緒に参加できるんだね



 - 111 -   

という話も子どもと一緒にする中で、「あっ、こうやって出席できるようになっ

たんだ」というのをちょっと知らなかった部分があって、私のように子どもと

いろいろなコミュニケーションをさせていただいて、方針を知っていくという

のもあるんですけれど、やっぱりそれもなかなかかなわない家庭もあるという

ところから、やっぱりこの部分はしっかりしていただきたいなと思いました。 

では、②に移らせていただきたいと思います。 

先ほど、私は子どもの方からいろいろ形式についてお伺いさせていただいて

いるんですが、改めて質問をさせていただきます。 

在校生・在園児の出席についてなど、卒業式・卒園式の形式はどのようにな

っているのか、お伺いいたします。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

福島教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（福島直美君） この３年間におきましては、在校生の出席は

見合わせるであったり、オンラインでの参加となっていましたが、本年度は、

中学校、北小学校については、全校がその場に参加をするという形、南小学校

につきましては、４年・５年がその場会場に参加をし、低学年はオンラインで

の参加となっております。 

卒園式につきましては、在園児は参加はございません。 

○議長（小平一博君） 本島未来君。 

○１番（本島未来君） 新たなマスク着用の考え方の見直しなどが示され、今後、来

る入学式などもあり、皆さんにはいろいろなやり方、方式、従来今まであった

もの、コロナ禍になって適用をしていった簡略化の形式のもの、どうしていく

かというのはこれから考えていくんだなというふうに思います。 

また、関係する家庭に、やはり情報周知をしていただき、マスク着用の考え

方の見直しについては、保護者だけじゃなく、町民全体が関わることでもあり

ますので、ホームページまたＬＩＮＥ等の公式ＳＮＳでも発信していっていた

だき、多様な考え方があるということへの理解、そして思いやりの気持ちの育

みへの取り組みもしていただきたいというふうに思います。 

以上、一般質問の方、終わらせていただきます。 

○議長（小平一博君） いいですか。③は終わったということでいいですね。 

○１番（本島未来君） はい。 
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◇ 通告５番 原 敏明（９番） ◇ 

○議長（小平一博君） ９番、原 敏明君。 

○９番（原 敏明君） ９番、原です。 

ただいまから通告に従って、町道の除雪についてと題して行ってまいります。 

雪は山に降れば水資源、しかし、里に降れば多くの場合厄介ものです。この

２月 10 日には、ビニールハウスなど全壊 25 件などの被害とともに、交通障害

を起こす大雪が降りました。今回は 15 センチを超える程度の積雪でしたが、過

去には 40 センチを超えることもありました。 

降雪災害への備えと対応について、伺ってまいります。 

昨年 11 月の除雪会議では、除雪優先路線とそれ以外の除雪路線と担当業者の

皆さんが示されましたが、優先路線及び除雪路線に選定される基準をお伺いし

ます。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

三沢建設課長。 

○建設課長（三沢 茂君） ２月 10 日は、天気予報では雤に変わる予定でしたが、気

温の低い状況が続いたことによりまして、大雪による交通障害が各地で発生し、

住民生活全般に大きな影響を与えました。町が委託しております建設業者等の

皆様には、早急に出動していただき、道路交通の安全確保に努めていただいた

ところであります。 

大規模な降雪に対しましては、すべての路線を一律に除雪することは不可能

でありまして、集中的に除雪する路線とそうでない路線を事前に区別していく

必要があります。 

そこで、それぞれの路線の特性である、例えば、バス路線、それから沿線に

立地する施設、物流、迂回ルートの有無など着目しまして、重要度に応じて優

先順位を、優先性を順位づけることで、町道の除雪優先順位を設定しておりま

す。 

優先順位につきましては、まず１番として国道・県道、２番目として１級町

道など主要幹線道路、３番目として病院、スーパー、学校、保育園、火葬場へ

アクセスする道路ということで、この１から３までを優先路線として指定して

おります。 

その他の除雪路線につきましては、地区と協議の中で、勾配が急で降雪によ
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り生活に影響が出やすい路線を選定しております。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 原 敏明君。 

○９番（原 敏明君） ちょっと補足でお伺いしますが、今の中では水道施設、貯水

池とかについては、いま述べられてなかったんですけれども、私が調べたのは、

ほかの村の中では、それも入れてあったところがあるんですけれども、そうい

うところについては今やっているのか、または足していくのか、お伺いします。 

○議長（小平一博君） 補足に対する答弁を求めます。 

三沢建設課長。 

○建設課長（三沢 茂君） 現況では、地区からの要望があるようなところには入っ

てくるかと思いますけれども、貯水池として、貯水池があるところを集中的に

やるということは、今のところはやってないので、そこら辺はまた地区の皆様

と相談していきたいと思います。 

○議長（小平一博君） 原 敏明君。 

○９番（原 敏明君） ただいまはちょっと私の方が舌足らずだったんですが、水道

施設の貯水池とか、影響が出ますね、町民生活に、という意味でお聞きしたか

ったんですけれども、もう一回補足でお願いします。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

三沢建設課長。 

○建設課長（三沢 茂君） 堂所の貯水池に対しては、除雪路線として設定されてお

ります。 

○議長（小平一博君） 原 敏明君。 

○９番（原 敏明君） それでは、関連質問に入ってまいります。 

この除雪会議で示された緊急時除雪路線では、雪害対策本部が設置されたよ

うなときに除雪が行われるということで理解してもよろしいんでしょうか。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

三沢建設課長。 

○建設課長（三沢 茂君） 国道・県道につきましては県が、町道については町が除

雪をしておりますけれども、大規模な降雪に対しましては、お互いの管理区域

を越えて対応するよう、県と協定を結んでおるところであります。 

こうした対応を行う場合につきましては、県、町どちらかが協議を行い、協

議をし、合意に達した時点で行うということでありますので、その地区、逐次
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雪害対策本部の設置をするということは必要ありません。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 原 敏明君。 

○９番（原 敏明君） 散布路線を見せていただいたときに、下の竜西線とか通学道

路ですね、緊急時というふうに書かれていたので、なんかそういう通常ではな

いけれども、対策本部が必要なほど雪が降ったときには、雪をかくようにお願

いするのかなというふうに感じたわけでありますが、その辺どうでしょうか。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

三沢建設課長。 

○建設課長（三沢 茂君） すみません。ちょっと反問権、ちょっといま聞き取れな

かったので。 

○議長（小平一博君） 反問権でありますので、ここで時間を止めてください。 

それでは反問権を行使してください。 

○建設課長（三沢 茂君） すみません。ちょっといま聞き取れなかったので、もう

一度お願いしたいと思います。 

○９番（原 敏明君） 議長、これを示していいですか。 

○議長（小平一博君） 示してって、それをどうするんですか。 

○９番（原 敏明君） これは散布路線というか、雪かき路線ということで示された

ものを持ってきたんです。ちょっと資料を。 

ここに示されている中では、竜西線とか下市田の道路なんですけれども、通

常は雪は降らないんで、除雪路線にはなってないと思うんですけれども、大量

に降ったときは、そこも除雪するということでなったのかなというふうに感じ

たので、通常やっていませんよね、下市田の方の雪かきって。 

○議長（小平一博君） どうですか、建設課長。 

○建設課長（三沢 茂君） 除雪路線には入っていますよね、入っています。 

過去に 60 センチとか降ったときがありましたよね、あのときは大雪だったの

で出動していただいておりますけれども、幹線道路として重要な路線、交通量

が多い路線でありますので入ってはおります。 

ただ、最近の雪では出動したことはないというような、そんなような状況で

あります。 

○議長（小平一博君） 今の反問権の答えは、それでよろしいですか、三沢課長。 

○建設課長（三沢 茂君） はい、結構です。 
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○議長（小平一博君） 反問権を終了いたします。 

事務局、時間を解除してください。 

それでは、一般質問の答弁を再開してください。 

三沢建設課長。 

○建設課長（三沢 茂君） ただいま議員からご指摘のありました工業団地の進入路

だとか、あるいは竜西線のような道路だと思いますけれども、そういったとこ

ろにつきましては、過去に大雪が降ったときには除雪に出動したことはありま

すけれども、最近の大雪については出動したことはありませんけれども、一応

交通量が多い路線でありますので、除雪路線には指定させていただいておると

いうような状況であります。 

○議長（小平一博君） 原 敏明君。 

○９番（原 敏明君） 先日、２月 10 日の前のもう一個前の雪の降ったときに、南小

学校の下の羽根坂ですかね、あの角のところに雪が結構残っていたんで、通学

路、やはり通学路については、ちょっと雪かきまではなくても、塩まきぐらい

はしていただけるといいと思っておりますが、そういうところは見ていただい

ているんでしょうか。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

三沢建設課長。 

○建設課長（三沢 茂君） 通学路等について、除雪路線に入ってないところでも、

そういったご指摘があるようなところについては、町の方の道路管理の方で対

応しております。 

以上であります。 

○議長（小平一博君） 原 敏明君。 

○９番（原 敏明君） いま私の言ったところは、除雪路線にこの絵では入っていま

した。 

それでは、②の方へ移っていきたいと思います。 

この除雪会議で示された除雪路線は、町道全体の何％にあたるのか。また、

凍結剤、凍結防止剤散布路線は、町道全体の何％にあたるのか、お伺いします。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

三沢建設課長。 

○建設課長（三沢 茂君） 除雪路線それから凍結防止散布路線ともに約 25％となり

ます。 
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以上です。 

○議長（小平一博君） 原 敏明君。 

○９番（原 敏明君） それでは、③に移ります。 

町道の除雪も、除雪災害への対応の一つです。降雪による農業被害の予防と

ともに、地域防災計画の雪害対策の中に位置づけ、その中で除雪、排除雪の優

先路線もきちっと位置づけていったらいいというふうに思いますが、いかがで

しょうか。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

三沢建設課長。 

○建設課長（三沢 茂君） 令和５年から６年にかけまして、地域防災計画の見直し

を行うということになっております。各区や地区の実情に応じて検討をしてい

ただければと思っております。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 原 敏明君。 

○９番（原 敏明君） 補足でお伺いしますが、先ほどの除雪路線の選定理由という

のが、この高森町の防災計画の中でも、その程度には載っているわけですけれ

ども、具体的に今回示された国道とか、もう名前を挙げて載せちゃった方がい

いんじゃないかという意味で提案しておきますけれども、町の防災計画には除

雪体制とか基準とかが載っておりまして、順番、降雪の準備があって、地域の

実情を考慮して段階的に出動路線を指定していくというような、書いてあった

り、除雪指定路線以外は、安全確保上支障がある路線は、町の指示または関係

業者の判断で除雪を行う除雪基準としては、気象情報により降り続くことが予

想される場合は、降雪５～10 センチに達した場合というふうに記されておりま

して、除雪基準は、各区長、自主防災組織等から要請があった場合というふう

に記されておるわけでありますけれども、この辺もきちっと除雪会議と一致さ

せていく必要があるかと思いますが、５センチからというのは、ここには書い

てあるんですが、どんなふうに考えておられますでしょうか。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

中塚総務課長。 

○総務課長（中塚英幸君） 地域防災計画は、つまり先ほど語句が、地区防災計画は

あくまで任意の地区の防災計画で、議員のお尋ねは、町全体の、地域と言っち

ゃうものですからわかりづらいんですけれども、町全体の、すなわち高森町地



 - 117 -   

域防災計画に関するご指摘かと思います。 

今の５センチとかのお話を聞いておりますと、実際にこの後もお話があるか

と思いますが、ここ数十年のうちに、そもそも建設業者が負っておる除雪力で

あるとか、それから人的なリソースであるとか、そういったものとか、あと気

象条件も変更しております。 

今お聞きをしておりまして、地域防災計画が除雪に関して、そこの状況変化

とかを、必ずしもきちっと正確に踏まえてない側面も否めませんので、今後ま

た実際にでき得るところと、現実的なラインというようなところを、建設課と

も協議をさせていただいて、必要であれば、地域防災計画は見直すことが可能

ですので、検討してまいりたいと思います。ありがとうございます。 

○議長（小平一博君） 原 敏明君。 

○９番（原 敏明君） 私の方は、できるだけ５センチぐらいからやった方がいいと

いうふうには思っています。 

今年の雪みたいに重い雪になると、早くかかないと、業者にかいていただけ

るならかけると思いますけれども、個人ではなかなかかけないというような形

になってくるんじゃないかというふうに思うわけです。 

では、４番に移ります。 

除雪会議で町の除雪路線以外の町道については、以前は、町で作ったガード

レールの除雪機を軽トラなんかで引くことで、町内の交通が確保されてきまし

たということで、私も除雪の当番になったときは、会社から帰ってきて夜にガ

ードレールを引っ張った覚えがあります。朝になると凍ってしまって引くこと

ができない。業者の除雪機は大きいので力があるので引けますが、そういうこ

とでやっていました。また昼間は、近所の先輩たちが留守にかいていただくこ

となんかもしていました。ガードレールを引くことによって、担当区域を１時

間ぐらいで除雪することができました。 

ガードレールを引くことが違法行為で危険だということでなってきておりま

して、今回はもうやめてくれと、作業の補助も出さないというような形になっ

てきております。 

この違法で危険な行為とすれば、作業者の個人の自己責任で行うということ

を勧めるわけにはいかないと思います。 

しかし、60 年前の自転車やバイク、徒歩で細い道を暮らしていた時代なら、

近所の手で雪かきをしろと言われてもできるかもしれませんが、幅員が大きく
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なって、道路延長も長くなってきたこの時期に、そんなことは無理ですし、老

齢化、家におる人がいないというような形になっている中では、もう機械での

除雪がどうしても必要となっています。 

除雪機の購入助成を行って、地域でやっていただくことにする村や、機械を

使う人の補助金を出すとか、オペレーターの資格を取る補助金を出す、そんな

町などがありますが、当町でも自治会加入率が段々低下して 60％というような

中で、地域任せで除雪をしていくのは無理があるんじゃないか。尐なくても今

までガードレールを引っ張っていた全路線を業者に委託するとか、除雪機を買

って、有償ボランティアにお願いするとか、そういったことを考えていく必要

があるのではないかと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

三沢建設課長。 

○建設課長（三沢 茂君） 除雪路線に含まれていない地域の生活道路、通学路につ

きましては、地域で除雪をお願いしているというのが、議員が言われたとおり

の状況であります。 

現在、町では、建設業者等に委託をいたしまして、降雪時には除雪をしてお

り、事業者の皆様のご協力により、近隣市町村と比べても、道路管理の状況は

良好と言われていますが、除雪作業量も目いっぱいの状況ということで、これ

以上業者の皆様にご負担をかけるというのはなかなか難しい。そんな中でやっ

ぱり地域の皆様の自助・共助にお願いせざるを得ないというのが状況でありま

す。 

今後につきましても、事業者のご協力をいただきながら、それぞれの地域で

現状に合った対応をお願いし、除雪できない箇所が減るように、各区でのご協

力をお願いしていきますが、今回、議員の提案の件につきましては、地域の皆

様の声を聞きながら、検討してまいりたいと考えております。 

以上であります。 

○議長（小平一博君） 原 敏明君。 

○９番（原 敏明君） 以上、町道の雪かきについて伺ってまいりましたけれども、

独居のお年寄りも増えてきていますし、雪かきに困っている家庭も出ていると

思います。人が、人家が、人の家につながっていく町道は、どうしても雪かき

というのは必要だと思います。災害の関係でもありますように、重要路線から

順番にやっていくという順序づけは大切です。けれども、雪をかかなくても暮
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らしていけるというような状況でもないと思います。地域の交通を、やはり生

活を維持していくという点では、年寄りに雪かきをしろというふうにも言えな

い部分があるわけですから、業者さんにもう倍ぐらいやってもらえないかとい

うようなことをお願いしていただくというようなことが、私は必要だと思いま

す。この間、ある人に、「サッカー場を造ることよりか、きちっと周りの生活が

できるように雪かきを考えてほしい」というようなことを言われていました。

やはり今度の雪かき時期までには、何らかのことを検討していただいて、いい

話が聞けるといいと思っております。 

これで私の一般質問を終わります。 

よろしくお願いします。お世話になります。 

 

◇ 通告６番 北沢 幸保（10 番） ◇ 

○議長（小平一博君） 10 番、北沢幸保君。 

○１０番（北沢幸保君） 10 番、北沢幸保です。 

それでは、通告に従いまして、当町の財政状況と壬生町政のこれからの施策

等を伺ってまいります。 

（１）に入ります。 

今後、尐子高齢化が進み、税収が落ち込んでいくことが懸念されます。しか

し、公共施設やインフラの長寿命化計画は着実に進めなければなりません。こ

のため、財政状況は厳しくチェックしていく必要があります。 

令和３年度決算の経常収支比率、将来負担比率、１人当たりの普通会計基金

の残高は、北部５町村の中でどのような順位にあるか、伺います。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

中塚総務課長。 

○総務課長（中塚英幸君） まず、お尋ねの経常収支比率は、平均で 75 の北部５町村

の中で 81.0 と、一番高い値となっています。一方で、県内市町村平均は 87.4

ということで、これは大きく下回っています。 

次に、将来負担比率ですが、高森町は 31.3 と、北部５町村の中では、当町以

外はマイナス値でありますので、値が高いということになります。 

一方で、10 年前の平成 24 年度は 135.2 でありましたので、現在、大きく改

善していることも事実です。 

また、１人当たり普通会計基金の残高は 16 万円で、北部では一番低く、その
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５町村の平均は 91 万円ほどとなっています。 

その一方で、いま列挙にはございませんでしたが、財政力指数は、北部で最

も高く、また、１人当たり普通会計の地方債残高は３番目、中間でありまして、

このような指標からも、全体では安定した財政状況と認識しております。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 北沢幸保君。 

○１０番（北沢幸保君） ①に移ります。 

北部５町村の中で当町の財政状況は、質問した３項目については、いずれも

５番目ということであり、まだまだ脆弱だといえます。 

一方、今後５年ほどの間に行わなければならない概算の事業費を挙げてみま

すと、福祉センター10 億円、下市田と山吹の保育園で８億円、かわまちづくり

が７億円であり、これにサッカー場を加えると 35 億円を超える事業を進めなけ

ればなりません。 

この５事業に必要な一般財源と町債に含まれる一般財源両方の一般財源の合

計金額はどのくらいになるのか、伺います。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

中塚総務課長。 

○総務課長（中塚英幸君） それら５つの事業は、一部は予算化あるいは実施設計の

過程にあり、またそのほかは、構想、計画段階ですので、我々の方でも正確な

値というわけではありませんが、現時点で予算付したことも含めますと、５つ

の事業は、中央公民館の改修も必要になったため、これも含めますと、合計で

34 億 6,200 万円、このうち一般財源は４億 7,000 万円、また起債発行額は 22

億 2,000 万円ほどです。起債のうち交付税算入されない分は 10 億 7,700 万円と

なり、以上による一般財源の合計は、利子等を一部除きますが、15 億 4,800 万

円となります。もちろんこれは現時点での推計、概算でございまして、今後の

実施設計ですとか、起債対象経費、補助対象経費の増減、加除等によっても変

わることを申し添えます。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 北沢幸保君。 

○１０番（北沢幸保君） 補足質問をお願いします。 

議員必携では、予算審査の着眼点として、長期的な観点に立っての是非を判

断することと指摘しています。そのため、サッカー場だけで判断するのではな



 - 121 -   

く、数年間の大型事業にかかる費用、一般財源の持ち出し額、財政状況の見通

しを町民に知らせて、その中で町民にサッカー場をどうするか、判断してもら

うべきではないでしょうか。 

町民や議会にはこのような情報が全く伝わっていないと思います。どのよう

に伝えていくのか、伺います。 

○議長（小平一博君） 補足質問に対する答弁を求めます。 

中塚総務課長。 

○総務課長（中塚英幸君） これらの重要な事業は重要であるだけに、議員やまたほ

かの議員からもたびたび一般質問ですとか、ご質問をいただいております。 

町民の代表たる議員の皆様の肩越しに、我々は町民の皆さんお一人お一人に

全協あるいは一般質問の場でお知らせし、また説明をさせていただいておるつ

もりですので、それは今後も変わらないというふうに申し上げたいと思います。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 北沢幸保君。 

○１０番（北沢幸保君） 一般質問ではなかなか町民に伝わらないんですね。やっぱ

り町民にサッカー場をどうするかという判断を求める場合は、そういった町民

にきちんと伝えていただきたいというふうに思います。 

②に移ります。 

町長は、２月 25 日の全町向け説明会で、「蘭植物園は、当初事業費は 10 億円

を超えていたが、最終的には２億 8,000 万円となったので、経営的にとても厳

しくなった」と述べています。 

これは公に検証された見解なのか、あるいは町長個人の思いなのか、伺いま

す。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

壬生町長。 

○町長（壬生照玄君） 蘭植物園のたとえにつきましては、結局は中途半端な投資規

模のせいで経営が厳しくなったということを申し上げたつもりであります。 

蘭植物園自体の是非、そういったものはさておき、そのような評価を町民や

有識者の皆様からお聞きすることはよくあったということです。私自身も、私

見としてそう認識しているということです。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 北沢幸保君。 
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○１０番（北沢幸保君） 補足質問をお願いします。 

サッカー場の説明のときに、なぜこのような発言をされたのか、発言の意図

について伺います。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

壬生町長。 

○町長（壬生照玄君） その前後をよく記憶しておりませんけれども、サッカー場が

蘭植物園の二の舞になるという、そういったようなご意見をいただいたところ

によって、そうではなくて、きちんとした規模のものをきちんと造れば、利用

価値が上がっていくというようなところで、ご意見を述べさせていただいたと

いうふうに記憶しております。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 北沢幸保君。 

○１０番（北沢幸保君） 補足をお願いします。 

ほたるパーク周辺開発事業の概算事業費は、当初は６億円といわれました。

そして、昨年の町長査定のときに８億 7,000 万円になりました。最終的に基本

設計ができあがった段階で10億7,000万円と大幅に膨らんできたわけでありま

す。 

この間にやっぱり事業費をどうやって減らすか、あるいは費用対効果をどの

ように高めるかと、サッカー場に関して、どのようにその点努めてきたのか、

お聞きします。 

○議長（小平一博君） これはサッカー場のことですか。北沢議員。 

これはちょっと蘭植物園のことじゃないんですか。 

壬生町長。 

○町長（壬生照玄君） もちろん当初の計画の段階から値段が上がっていったという

ことは、議員がご指摘をいただいたとおりであります。これからそれをどのよ

うな形にして最終的な形にするのかというのは、詳細設計を組んでみないと全

くわからない部分もありますので、上がるかもしれないし下がるかもしれない

しというところはあると思います。 

８億になる段階のところでは、職員間の見積もりと業者間の見積もりに差異

があったというところで、そこはやむを得なかったと思いますし、さらに 10

億ほど膨らんだというところについては、ほとんどが物価高騰に関わる部分で

あったということなので、それについても、予算が確保できるのか、できない
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のかというところでの話し合いは、町の中でしっかりさせていただいておると

思っております。 

ですので、規模を縮小するであったりとか、内容を変えるというところ、一

部そういったところも当然出てくるとは思うんですけれども、そういうことで

はなく、やはり将来にわたって利用され続ける、そういった施設になっていく

というところを重要視して、あとは当町の財政運営の中で、その金額を出すこ

とができるのか、できないかというところで話し合いを進めておりますので、

ご理解をいただければと思います。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 北沢議員、通告ありますか、今の。 

通告がないものはだめですよ。通告あるものでやってもらわないとね。 

北沢幸保君、時間の問題じゃないです。それはちゃんとやらなきゃ。 

○１０番（北沢幸保君） ③に入ります。 

伊那谷には今後天然芝のサッカー場が、駒ヶ根市、飯島町で計画されていま

す。フットボールセンターではなくて、飯田市川路のような簡単な天然芝サッ

カー場ではなぜだめなのか、伺います。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

三沢建設課長。 

○建設課長（三沢 茂君） サッカー場の事業経緯といたしましては、高森町を含む

南信地域には芝舗装されたサッカー専用コートが不足しており、大会に参加す

るために遠征が必要であり、南信地域で大会が開催できないなど課題がありま

す。県サッカー協会では、南信地域でのサッカーの拠点の整備を目指しており、

高森町としても、かわまちづくりも含めた山吹下河原一帯の開発の中で、既存

のほたるパークのさらなる有効利用を目指して、サッカー場の整備を進めてい

るところです。 

ＪＦＡ公認の人工芝サッカー専用コートを整備することで、県協会が主催す

る大会を行うことができ、稼働率の向上にもつながります。 

また、環境面への配慮の視点から、人工芝ではなく天然芝の方が適している

のではないかという意見もいただきますが、天然芝は維持管理のコストが高く、

稼働率も大きく下がること、南信地域一帯にＪＦＡ公認コートがないことから、

環境対策を講じて人工芝コートを整備する方向で進めているところであります。 

以上です。 
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○議長（小平一博君） 北沢幸保君。 

○１０番（北沢幸保君） それでは、（２）に入ります。 

フットボールセンターにするのは、当町からお願いをしたのか、あるいは県

サッカー協会の方から依頼があったのか、お聞きします。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

三沢建設課長。 

○建設課長（三沢 茂君） 県サッカー協会では、サッカーの振興と競技者からの要

望を踏まえまして、北信・中信・東信・南信の県内４地域にフットボールセン

ターの設置を目指しており、南信地域での候補地を模索している中で高森町へ

の依頼がありました。 

以上であります。 

○議長（小平一博君） 北沢幸保君。 

○１０番（北沢幸保君） サッカー協会からの依頼であったというふうに確認できま

した。 

補足質問をします。 

フットボールセンターを、資料によると、20年間維持するということがあり

ますが、途中で辞退することはできるのか、あるいは途中で辞退した場合のペ

ナルティはあるのかどうか、伺います。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

三沢建設課長。 

○建設課長（三沢 茂君） 一応 20 年間ということでありますけれども、途中で辞退

することは当然できると考えております。 

また、そのペナルティにつきましては、いつの段階で辞めるのかとか、そう

いったことも絡んできますし、今の現時点で 20 年間はそういったサッカー場と

して整備をして使っていくこととして考えておりますので、そこら辺のことま

では協会との間で協議はしてはおりません。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 北沢幸保君。 

○１０番（北沢幸保君） 補足ですいません。補足というか、以前、課長に聞いたと

きには、途中で辞退すると 5,000 万円の補助金を、いくら返還するかわからん

けれど、それを返還しなければいけないと、こんなようなことを聞いておりま

すが、きちんとそこら辺は、町長の方も、途中で辞めてもいいんだみたいなこ
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とを言っていましたし、そこら辺はきちんと確認をしていただきたいと思いま

す。 

①に移ります。 

フットボールセンターにした場合としなかった場合で、年間の事業収益やラ

ンニングコストは具体的にどのように異なってくるのか。また、20年後にはど

のような差になるのか、伺います。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

三沢建設課長。 

○建設課長（三沢 茂君） ランニングコストにつきましては、人工芝の公認に係る

費用は３年・３年・２年・１年・１年の 10 年スパンで算出をされております。

382 万８千円ですね、10 年間で、１年間に割り返しますと 38 万 2,800 円という

ことになります。20 年後には 698 万５千円になります。 

このほかに人工芝の補修費用が生じますけれども、これはフットボールセン

ターにするか、しないかにかかわらず発生する費用と考えております。 

また、年間の事業収入につきましては、利用料等が決まっていない状況であ

りますので、現段階での試算はできておりません。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 北沢幸保君。 

○１０番（北沢幸保君） 事業収益、これとても判断する大事な指標に、指標という

か、資料になると思いますので、フットボールセンターにした場合に、利益が

上がるのか、下がるのか、きっと上がるって言うんだと思いますが、きちんと

そこら辺を調べていただきたいと思います。 

②に移ります。 

フットボールセンターになると、ＪＦＡスポーツマネージャーの資格保有者

が運営に携わることとなっております。この人件費は誰が負担するのか、お聞

きします。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

三沢建設課長。 

○建設課長（三沢 茂君） 2017 年６月改訂版のフットボールセンター助成要綱では、

ＪＦＡスポーツマネージャーが運営に携わることとなっておりましたけれども、

必須要件ではなくて、置かなくてもいいということでありますので、配置は考

えておりません。 
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以上です。 

○議長（小平一博君） 北沢幸保君。 

○１０番（北沢幸保君） ③に移ります。 

そのＪＦＡスポーツマネージャーのことですが、指定管理者もきちんと運営

に入ってくるわけですが、指定管理者とどのように連携やすみ分けがされるの

か、伺います。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

三沢建設課長。 

○建設課長（三沢 茂君） ＪＦＡのスポーツマネージャーが常任するということで

はありませんので、必要に応じて県協会より運営の知識を有した方を派遣して

いただき、運営上のアドバイスをいただくということでありまして、グラウン

ドの使用状況だとか、あるいは大会の紹介等、サッカー関連の情報提供に携わ

っていただくということになります。なので、サッカー場、クラブハウスの運

営については、指定管理者の方を想定しております。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 北沢幸保君。 

○１０番（北沢幸保君） ④に移ります。 

20 年間フットボールセンターを維持する場合、人工芝公認に関わる費用と人

工芝補修費用とで１億 4,000 万円ほどかかるという資料も示されております。 

観客席が尐ないサッカー場で、サッカー協会からの補助金 5,000 万円の３倍

近いお金を人工芝につぎ込む意義や必要性はどこにあるのか、伺います。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

三沢建設課長。 

○建設課長（三沢 茂君） 人工芝の補修に係る費用につきましては、フットボール

センターとして整備するか、しないかということにかかわらず、人工芝のコー

トとして維持していくために必要な経費ということで考えておりますので、よ

ろしくお願いいたします。 

○議長（小平一博君） 北沢幸保君。 

○１０番（北沢幸保君） 補足をお願いします。 

フットボールセンターにするメリット・デメリット、あるいは維持費、ラン

ニングコストなど、町民や議会には全く示されておりません。造ることが目的

ではなくて、造った後の運用だとか効果、町の負担等を、町民や議会に周知し
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ていない現在、来年度予算にサッカー場の建設費を見込み、盛り込んで、議会

に判断を求めるということは無謀だというふうに感じますが、いかがですか。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

壬生町長。 

○町長（壬生照玄君） これまでの説明会等で、建設費、芝生、天然芝と人工芝で建

設した場合どうなるのか、維持管理がどのように変わるのかというような資料

をお示しさせていただいております。フットボールセンターについては、20 年

で 700 万弱の費用がかかるというところでありますけれども、それもあくまで

も公認を認定していただくのは向こうの作業であり、逆に言うと、維持できな

ければ公認は取り消されるというところで、フットボールセンターから外すの

もＪＦＡの方だというふうに私は判断しております。 

ですので、その時点でどうなるのかとかいうところもなかなかわからないと

ころの中で、その 10 年先、20 年先の金額の推計をきちんと出して、それにつ

いて議論を進めろというのは、逆に、こちらもそのような資料はなかなか用意

できないという中で、難しいのではないかと思います。 

さらに、維持運営コストにつきましても、当町でなかなか経験がないもの、

また、収入等についても、私は社会体育施設として利用して、町民の皆さんに

できるだけ利用していただきたいので、なので、収益性を求める施設ではなく

て、いろんな皆さんが自由に利用しやすい施設にしたいと思っておって、その

部分について、それを公費で賄っていくのは当然のことと思っておりますけれ

ども、一部の議員の皆様からは、何度か一般質問の場でも、そうではなくて収

益性をきちんと示せというようなお話もあったりするところもあるんですが、

そこは考えの違いでありますので、ぜひご了解をいただきたいと思います。 

その上で、予算に対してのことをきちんとご説明させていただきますと、町

はそういった考えのもとで、きちんと資料等もできるものを用意して、議案と

して提案させていただいておるというところで、その最終判断をするのは議会

であります。提案するのが良いか悪いかみたいな議論になってしまうと、なか

なか提案もさせていただけないのかという、逆にこちらの立場もあるというこ

とでありますので、最終的には議会の中できちんと話し合って決めていただけ

れば結構かと思います。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 北沢幸保君。 
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○１０番（北沢幸保君） （３）に入ります。 

熱中小学校運営支援金累計は、開校から令和５年度予算まででいくらになる

のか。また、各学期の新入学者数の推移はどうなっているのか、伺います。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

野沢産業課長。 

○産業課長（野沢 稔君） それでは、熱中小学校事業の熱中小学校運営補助金の累

計額でありますけれども、令和３年度までにつきましては決算額、また、本年

度、それから新年度につきましては現在の予算額で総じますと 8,280 万７千円

となってございます。 

一方、これらに対しまして地方創生推進交付金、あるいは企業版ふるさと納

税などを通じまして計 4,260 万円ほどの財源を手当てしてきているところでご

ざいます。 

これまでの受講者数でありますけれども、これらは現在まで８期行われてお

りまして、延べ 556 名の方にご参加いただいておるというところでございます。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 北沢幸保君。 

○１０番（北沢幸保君） ちょっと推移がわからなかったんですが、まあいいです。 

①に移ります。 

町長は、熱中小学校の費用対効果をどのように評価しておりますか。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

壬生町長。 

○町長（壬生照玄君） 地域課題の解決に向け、自らが行動する地域人材を育成する

取り組みについて、単純な費用対効果、そういったものは計りがたいと思って

います。 

その上で、１年目、２年目については、多くの地域の皆様、大勢の皆様にご

参加いただき、県内各地の人の交流や先進的な取り組みをお聞きすることで、

初期の効果は十分にあったと判断しています。３年目以降は、新型コロナウイ

ルス感染症の影響で、人の交流や対面でのミーティング、そういったものが制

限され、講師も参加者もオンラインになるといったような状況もあり、事業を

展開する上でも非常に厳しい、苦しい状況になったと思います。 

しかし、そのような中でも、一昨年の 11 月には熱中そば畑で収穫した蕎麦を

振る舞う感謝祭や文化祭の開催、昨年６月にはウクライナを皆さんを支援する
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ためのチャリティーイベント、平和の種ひまわりプロジェクトへの参加、まる

ごと収穫祭での揚げパンの販売、こういったことを創意工夫を凝らして生徒の

皆さんを中心に実施し、多くの皆さんにもご参加をいただいていると思ってい

ます。 

さらには、薬草部による山査子の活用や、千早原のブルーベリー畑の管理、

現在は青リンゴブラウニーの活用研究や、サルに食べられない作付けとしてニ

ンニクの栽培の実証実験、こういったことも行っていただいており、苦しい状

況下でも、さまざまな地域課題への挑戦を行っていると感じています。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 北沢幸保君。 

○１０番（北沢幸保君） 今②の関係の答弁もしていただきましたが、さまざまな活

動もあるというふうに説明をされました。ただ、町民の方には十分伝わってな

いのかなというふうに感じます。 

今後続くサッカー場を含めて、35 億円ほどの大型事業を考えた場合、閉校を

検討するべきではないでしょうかというふうに提案します。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

壬生町長。 

○町長（壬生照玄君） 町では、自治会の未加入問題であったりとか、消防団の大幅

な定員割れ、共助の力で成り立つ地域の作業への参加者の減尐、こういったも

のが一番の課題になっていると思っています。 

これまで再三申し上げてきましたが、その原因は、地域づくりであったりと

か、まちづくり、政治、そういったものに対する無関心層が増えていることだ

と感じています。それを改善するには、地域の中に地域に関心を持っていただ

く「人」を育てることだと私は思っています。そのために義務教育課程で、教

育委員会、小中学校の先生方にもご理解をいただいて、総合的な学習の時間の

中で地域人材教育を行い、社会人向けには一般社団にお願いして熱中小学校を

実施していると、そう思っています。 

熱中小学校の運営は、「人」のつながりを大切にしてきたということもありま

すので、コロナの影響を大きく受ける結果になりましたが、それ以外にも、著

名な先生方の授業の多くが実践事例の紹介となっていまして、この地域や自分

ごととして感じづらいことや、活動する生徒が固定化してきていること、生徒

の活動が熱中小学校の事務局に依存していること、こういった課題も見えてき
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ました。運営元には、課題の整理と今後の運営の見直しを依頼したというとこ

ろです。 

運営サイドでは、関係者との協議を重ねまして、対象を地元にお勤めの若者

とし、その皆さんが地域を知る、多くの皆さんと楽しく交流する、地域の魅力

を仲間と共有して伝える、こういったことを目的に事業を行うということと、

新年度から始まります高校の新学習指導要領により、すべての生徒を対象に「総

合的な探究の時間」が始まることから、地域づくりのニーズなどに応じたお手

伝いをするなどの方向性が示されたため、支援を継続することとしました。 

さらに、運営元自らも地域商社を立ち上げ、ふるさと納税の事務代行業務を

受託し、いま以上の返礼品の確保や新規掲載を進め、ふるさと納税の拡大を計

画し、それに伴う人員の確保に相談があったため、議員からもご提案をいただ

いておった地域おこし協力隊の募集を行ったという経緯です。 

私自身は、熱中小学校は地域の中に「人」を育て、地域課題を解決するため

の手段の一つであり、やめることは簡単なんですけれども、こうした地域課題

を尐しでも共感いただけるのであれば、単に成果を求めるということではなく

て、行政運営に関わる議員さんも含め、議会も含め、皆様が知恵を出して、や

り方の改善であったり、さらにもっとこういった良い事業があるであったり、

地域にあった、この地域にあった大人の社会人の人材育成プログラムの実施に

ついて、一緒に考えさせていただきたいと思っておりますので、やめるという

ことではなくて、ぜひそういった協議の場を設けていただきたいなと思います。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 北沢幸保君。 

○１０番（北沢幸保君） ③に移ります。 

研修センター「森の家」管理費は、令和４年度は 1,144 万円に膨らみました。 

町長は、費用対効果をどのように評価しておりますか、お聞きします。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

壬生町長。 

○町長（壬生照玄君） 同施設については、これまでに援農であったりとか、大学合

宿など、都市との交流の受け皿として大きな役割を果たしてきたと思っていま

す。50 名を超える大規模団体の受け入れが可能な施設として存在感もあります。 

一方、現在の利用者が求める機能とは差が生じてきていること、建築から相

当の年月が経過し、老朽化も進んできているということですので、このままの
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状況で経営を継続していくことは難しいと、そのように考えています。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 北沢幸保君。 

○１０番（北沢幸保君） ④ですが、このままの状態では難しいという中では、取り

壊すことも一つの選択肢かなというふうに要望しておきます。 

続いて、（４）に入ります。 

給食費無償化が、エネルギー価格や物価高騰による保護者の経済的負担を軽

減するために、全国各地の自治体で急激に広がっています。県内でも既に 22

町村で無償化が行われており、県教育委員会でも、無償化や一部無償化のシミ

ュレーションをしていると報じられています。 

令和４年度の当町の給食費の保護者負担金額は 6,700 万円を見込んでいまし

たが、無償化に向けた検討を開始して、費用対効果の悪い事業を見直し、保護

者負担の軽減を進めるべきではないでしょうか。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

福島教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（福島直美君） 高森町では、自分らしい学びの応援など「人」

として育つための教育環境の充実、家庭が安心して自信を持って子育てができ

る子育て環境の充実に努めています。 

そのために、保育園・小学校での保育士・教員の加配、経済的に厳しい保護

者の皆様の負担軽減として、要保護・準要保護制度として、新入学、通学学用

品費、給食費などの補助、学校にも部活動等への補助や、学年消耗品等に対す

る負担軽減のための補助、給食の地元産牛乳代金への差額の補助を進めるなど、

子育て支援、教育には重点的に予算を配分し、取り組んでいます。 

給食費については、物価高騰による食材費の値上がりに伴い、値上げが必要

ではございましたが、令和４年度に引き続き、値上がり分、１食約 20 円を補助

することとしました。 

さらに、お子様が入学する際には、一時的にさまざまな費用がかかることも

あることを踏まえて、中学１年生の新しいスタートを、新しいカバンで前向き

にスタートしてほしいという願いから、通学カバンをプレゼントすることとし

ました。 

ご提案いただきました給食費の無償化は、一つの保護者負担の軽減の方法と

は思いますが、町では、学校に通うためにさまざまな費用がかかる中で、経済
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的理由により教育格差などが生じないよう、多方面から検討し、現在の支援策

を実施しています。 

議員におかれましても、単に給食費の無償化という視点だけではなくて、全

体の子育て支援、教育、さらには福祉施策全体の視点を踏まえて、よりよい子

育て環境の充実について、これからもぜひご提案をいただきたいと思います。 

○議長（小平一博君） 北沢幸保君。 

○１０番（北沢幸保君） ①に移ります。 

昨年 10 月、岸田首相は、学校給食費を自治体などが補助することを妨げるも

のではないと答弁しています。 

令和５年度は１食 20 円の補助を予算化しました。これを後退させず、計画的

に補助額を増やす決意を伺います。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

福島教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（福島直美君） 先に答弁させていただきましたとおり、給食

費を含め、経済的に厳しいご家庭には相応の補助を行っています。 

また、学校に通うためには、給食費に限らず、さまざまな保護者負担が発生

しています。今後は、そうしたものも総合的に判断し、必要な支援を継続して

まいります。 

○議長（小平一博君） 北沢幸保君。 

○１０番（北沢幸保君） ②に移ります。 

給食費無償化は、教育負担の軽減、子育て支援、尐子化対策、消費喚起など、

町民福祉の増進という観点からは、サッカー場よりはるかに多くの町民に恩恵

があり、町の活性化につながる有効な施策であると確信しております。 

サッカー場、熱中小学校、「森の家」などの費用対効果の低い事業の見直しを

行えば、さらに踏み込んだ一部無償化が行えるのではないでしょうか。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

壬生町長。 

○町長（壬生照玄君） 先に教育委員会の事務局長の方から答弁させていただいたと

おり、町では、子どもが小学校や中学校に通うということになると、かかる必

要な保護者負担をさまざまな方法で軽減をさせていただいております。特に経

済的に厳しいご家庭には、要保護・準要保護の制度により、経済格差が学校で

の教育格差につながらないように努めているというところです。 
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なぜ給食費なのか、ほかにいろんな費用がかかっているのに、どうして給食

費なのかというところが、ちょっと私がどうしても理解できないところがあり

ますので、ぜひ、それがどうしても給食費でなければならないという、そうい

うほかの補助ではなく、給食費でなければならないという理由があるのであれ

ば、また、今日は無理だと思いますけれど、お聞きしたいと思います。 

先ほどの答弁でもさせていただいたんですが、町が予算編成をしているとき

には、数年後の将来をやはり見通した上で、サッカー場も熱中小学校も必要な

事業と判断をして、提案をさせていただいておるということであります。 

ですので、そういったことを町の方で検討しろということについてのご意見

はお伺いしますけれども、最終的には議会でご判断いただくことだと私は思っ

ておりますので、あくまでも提案をさせていただき、議会でご判断をいただき

たいと思います。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 北沢幸保君。 

○１０番（北沢幸保君） 学校給食費は、広く生徒、児童に、また保護者にも恩恵の

ある事業であるというふうに、つながることだというふうに感じております。 

時間もまいりましたので、これで一般質問を終わります。 

○議長（小平一博君） ここで暫時休憩に入ります。 

再開は午後１時、午後１時でございます。 

 

休 憩  午前１１時４７分 

再 開  午後 １時００分 

 

○議長（小平一博君） 休憩を解き、一般質問を再開いたします。 

 

 

◇ 通告７番 齋藤 天（２番） ◇ 

○議長（小平一博君） ２番、齋藤 天君。 

○２番（齋藤 天君） 議席番号２番、齋藤 天です。 

通告に従い、高森町の不登校について、質問したいと思います。 

今、日本各地で不登校、引きこもりなどにお悩みのご家庭が多くなっており

ます。 
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私としましても、これまで 10 年以上不登校や引きこもりになった方の自立支

援を行ってまいりました。先日は、近隣市町村の不登校のお子さんを持つ保護

者会にも参加させていただき、直接ご意見も伺いました。 

学校を卒業し、社会に出てからも、何らかの理由で会社に行けなくなり、実

家に引きこもり、どこにも相談できず、数十年経ち、保護者も高齢化し、50・

80 問題のようなことも起こってしまう現状もあるそうです。 

子どもたちは日本の宝だと思います。子どもたちの抱える悩みを解決するこ

とは、未来の高森町、そしてひいては日本の国力を大きく影響するとても大切

なことだと考えております。 

この場だけでは時間がとても足りませんが、私たち一人ひとりが何をどうす

ればいいのか、本質的な解決の糸口を知るきっかけになればと思い、今回、質

問として取り上げさせていただきました。 

さて、不登校の現状についてですが、日本財団ジャーナルというネット上の

ニュースにこんな記事がございました。 

2018 年に文部科学省が行った調査によると、年間 30 日以上欠席している不

登校状態にある中学生は全国に約 10 万人。しかし、毎年行われるその調査は、

学校や教育委員会を対象に行ったものである。 

一方で、日本財団は、不登校問題の本質を探るには、当事者である子どもた

ち自身に聞くことが重要と考え、全国の中学生 12 歳～15 歳、6,500 人を対象に

する調査を実施。すると、不登校は 3.1％の推計約 10 万人、不登校の定義に当

てはまらないが不登校傾向にあると思われる中学生は 10.2％の推計約 33 万人

に上ることが明らかになった。 

不登校または不登校傾向にある中学生を５つのタイプに分類。（１）１年間に

合計 30 日以上学校を休んだことがある、休んでいる、いわゆる不登校は、文科

省の結果と同様、推計約 10 万人であったが、注目したいのが、（２）から（５）

までの調査結果である。（２）は、学校の校門や保健室、校長室などには行くが、

教室には行かない子どもたち。（３）は、遅刻や早退の数や保健室で過ごす時間

が多いなど、基本的に教室で過ごすが、授業に参加する時間が尐ない子どもた

ち。（４）は、基本的に教室で過ごすが、授業に興味が持てず、ほかのことをし

がちな子どもたち。（５）は、基本的には教室で過ごし、授業にも参加している

が、心の中では学校に通いたくない、学校がつらい、嫌だと感じている子ども

たち。つまり、（２）から（５）は、学校に行っているものの馴染めていない、
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不登校傾向の子どもたち。 

では、子どもたちが通いたいと思えるのはどんな学校なのか。現中学生に加

え、中学校卒業生 15 歳～22 歳に回答を求めたところ、大差をつけて多かった

のが、自分の好きなこと、追求したいこと、知りたいことを突き詰めることが

できるだった。また、自分の学習のペースに合った手助けがある。常に新しい

ことを学べるという答えが多かったことから、決して学びに対して興味を持て

ないわけではなく、自分に適した教育環境を求めていることがうかがえるとし

ています。 

それでは、質問に入らせていただきます。 

現在の高森町の不登校の現状を教えてください。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

高野教育長。 

○教育長（高野正延君） いわゆる不登校とされる年間 30 日以上欠席の児童生徒につ

いては、毎年年度末に文部科学省が実施している長期欠席の調査により、町内

３校の状況を把握しております。 

今年度の集計はこれからですが、昨年度、町内において 30 日以上欠席した児

童生徒は、小学校 11 名、中学校 34 名です。過去５年間の状況を見ましても、

この数は年々増加してきております。 

○議長（小平一博君） 齋藤 天君。 

○２番（齋藤 天君） では、２回目の質問をさせていただきます。 

①不登校傾向の生徒の現状も教えていただけますでしょうか。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

高野教育長。 

○教育長（高野正延君） 欠席日数が 30 日未満であっても、学校を休みがちだったり

遅刻・早退が多かったりする、いわゆる不登校傾向の児童生徒の状況について

は、教育相談員からの毎月の報告により把握しています。その報告によれば、

不登校傾向かどうかについては、明確な基準は示されていないため、判断が難

しいところはありますが、不登校とほぼ同じ数の不登校傾向の児童生徒がいる

と思われます。 

これらの児童生徒の多くは、校内の中間教室や相談室で過ごしたり、町の中

間教室で学習したりしています。このほか、朝になると腹痛を訴えて保健室で

過ごしたり、図書館で本を読んだり、あるいは放課後登校をしたりする生徒も
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います。 

高森中が今年度実施した生徒へのアンケートによれば、「学校に行くのが楽し

いか」との問いに、「あまり当てはまらない」「全く当てはまらない」と約１割

の生徒が回答していました。この生徒たちは、学校に登校はしているものの、

議員ご指摘の（４）や（５）のタイプと考えることができ、不登校の未然防止

のためにも、これらの生徒への支援の必要性を感じているところです。 

○議長（小平一博君） 齋藤 天君。 

○２番（齋藤 天君） 今のお話にもあったように、心身症ですね、おなかが痛いと

か、さまざまな体に不調を来すというような子たちもいるということをお聞き

して、とても心が痛い思いであります。 

といいますのも、私がこれまで携わった生徒の中には、リストカットですね、

自殺未遂など、さまざまなほんとにこう一緒にいてもつらくなるような経験を

した子たちもおります。その子たちも、初めの入り口は不登校として、私は出

会っております。そういうふうにちょっとしたことから段々と子どもたちは、

心の中の悩みを大きくさせていってしまって、自分を傷つける、また、学校に

行かないということですね、すごく自分で責めてしまうというような現実もあ

るんではないかなと思います。 

また、ひいてはそれが自分自身を傷つける、もしくは家庭内暴力のようにご

家庭で保護者の方を傷つける、家を壊すとかですね、そういうことにもつなが

ってきてしまうのかなと思っております。 

できれば、そうなる前にそのことに気づいてあげて、解決策ができたらとて

もすばらしいんではないかなと思っております。 

そこで、お伺いします。 

不登校に至る原因や、生徒の声などもし聞いておりましたら、教えていただ

けますでしょうか。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

高野教育長。 

○教育長（高野正延君） 文部科学省の長期欠席の調査では、欠席者数を理由別に記

入することとなっております。これによれば、町内の不登校児童生徒について

最も多い理由は、無気力、不安となっております。この結果は、全国とも一致

しているところです。このほかの理由は、多い順に、学業不振、友人関係、生

活リズムの乱れ、親子の関わり方や家庭内の不和が挙げられます。 
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ただし、これらの理由は、あくまでも学校が提出したもので、本人や保護者、

スクールカウンセラー等の意見を反映して作成することとはなっているものの、

立場によって、そのとらえ方は若干異なると予想されます。 

児童生徒の声というご質問ですが、一口に不登校といっても、一人ひとりの

状況はそれぞれ異なります。このことが、不登校問題への対応を難しくしてい

るといえます。 

児童生徒自身が、「なぜ学校に行けないのか、自分でもよくわからない」とい

うケースもあります。 

また、友だちとけんかしたり先生に叱られたりしたから学校に行きたくない

とは言うものの、それまでの発達過程に、不登校に至るさまざまな要因があっ

たと考えられるケースもあります。 

一方、発達障がいが疑われる児童生徒と不登校との関連についても指摘され

ているところです。 

議員が言われた５つのタイプのうち、（２）や（３）の保健室や相談室で過ご

す児童生徒の中には、教室で学ぶことにあまり意味を感じないケースもありま

す。これらの児童生徒の中には、特定のことには興味を示し、知識が豊富であ

ったり、将来やりたいことをはっきり持っていたりする者もいます。 

一方、学ぶことは決して嫌いではないが、５教科の学習や座学を好まない者

や、尐人数の静かな環境の方が落ち着くという者もいます。 

いくつか例を申し上げましたが、このように子どもたちの状況はさまざまで

す。何らかの生きづらさや困難を抱えていることも予想されます。不登校とひ

とくくりにするのでなく、多様性を認め、一人ひとりの状況をきちんと見つめ

ながら対応することの必要性を感じているところです。 

○議長（小平一博君） 齋藤 天君。 

○２番（齋藤 天君） さまざまな問題がやはりありまして、人間関係ではなく、漠

然とした不安、思春期には特に多いホルモンのバランスにように、そんなこと

が多いといわれておりますが、本当に精神的なもの、肉体的なもの、そして学

業、人間関係、さまざま子どもたちは悩んでいるんだなと思いました。 

そんなことを何か解決できるようなきっかけが、先生方とともにつくってい

けるといいのかなというふうに思っております。 

しかしながら、先生方も学校で学業を教えるというものが本分だとは思いま

すので、さまざまなケアやアプローチをしていくにあたって、なかなかご苦労
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もあるのかと思います。 

また、文部科学省のホームページを見ますと、働き方改革といって、いろい

ろ学校の方にもきますが、具体的に例を示してほしいというような意見も、教

育委員会や学校からありますというようなことも、文部科学省の方に書いてあ

りました。 

そこでお伺いしますが、学校の先生方の負担とか、また、そのような子ども

たちに対するケアの方法など、そういうような現状がもしありましたら、教え

ていただけますでしょうか。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

高野教育長。 

○教育長（高野正延君） 不登校に限らず、いかなる状況であっても、お預かりした

児童生徒の成長のために全力を尽くすのが、学校現場で働く者の努めだと考え

ています。 

ただ、いま働き方改革というようなお話もありましたが、学校職員の勤務に

も限りがございます。 

現状を見ますと、家を訪問しても本人と会えなかったり、なかなか保護者と

連絡が取れなかったりするケースがあります。担任には、長期間にわたって、

そうした児童生徒や保護者とのつながりを絶やさない努力が求められます。登

校していても教室に入れない児童生徒には、学級担任、教科担任は、日常的に

必要な連絡を行ったり個別指導をしたりします。周囲の職員にも、可能な限り

声をかけるように心がけています。ほかにも、不登校対策のための校内外の会

議の資料作成や出席も必要です。このように、不登校対策でかなりの時間を費

やしていることは事実です。加えて、不登校は家庭環境に影響され、学校だけ

では解決できないことが多いため、職員に手詰まり感が漂いがちです。 

町では、不登校児童生徒や保護者への支援と、指導に携わる職員へのケアも

含めて、以前から小中学校への支援員等の町費職員の配置や、町の中間教室の

開設を行ってきました。 

また、３年前に立ち上げた子ども家庭総合支援室では、各種機関とも連絡を

取り、保護者、家庭も含めた幅広い支援を行ってきているところです。 

さらに、県費のほかにも町費でもカウンセラーを配置し、児童生徒や職員へ

のアドバイスを行っています。 

しかし、こうした学校への支援は行っているものの、昨今の家庭環境の複雑
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さや不登校に関する考え方の変化や多様さもあって、なかなか対応が追いつか

ないという状況も認めざるを得ないところであります。 

○議長（小平一博君） 齋藤 天君。 

○２番（齋藤 天君） 多様性のある支援というのは、とても難しいことは、私も身

をもって感じております。 

多様性の元となるものは、やはりその人個人の歴史になってきて、またその

歴史を掘れば、命の根本にたどり着くんではないかなと思っております。その

根本がわかれば、多様性の方も段々わかってくるというふうに私は感じており

ます。 

そういった多様的な支援を、ぜひ今後も検討していただいて、またご家庭ご

家庭の問題もあることは、ほんとにもう重々承知しておりまして、また、その

介入をするということもとても難しいということを存じております。 

また、そこに介入をすることができればいいんですが、できないという現状

がさまざまなことで起きてくると思いますが、そういったことも、今ここでそ

の話をすると、もう何時間にもなってしまうと思いますので、ゆくゆくまたそ

ういうお話をさせていただきたいと思っておりますが、今日は割愛させていた

だいて、ぜひそういったこともまた検討いただければと思います。 

そういったことも含めて、具体的にまずは不登校の対策ということを明確に

していただきたいというふうに考えております。 

そこで、今後の不登校対策を教えていただけますでしょうか。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

高野教育長。 

○教育長（高野正延君） 来年度、町では、「自分らしい学び応援事業」を立ち上げる

こととしました。この事業は、町内小中学校に通うすべての児童生徒の自己の

確立に向けて、自分らしい学びを保障し、伸びる力を一層伸ばすためのもので

す。 

不登校対策につきましては、この事業の中で、一人ひとりの特性に目を向け

たきめ細やかな指導により、改善を図っていきます。対策としては、１、支援

体制の見直し、２、居場所づくり、３、学ぶ力の育成の３つを考えています。 

１の支援体制の見直しでは、一人ひとりに適した学び方の見極めを行います。

これは、不登校の背景の複雑さを踏まえ、子どもの状況を適切に把握し、対策

を講じるための対応です。町では、県教育委員会が実施するパイオニア事業校
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の指定を受け、加配された教員を委員会直属の支援指導主事として配置します。

そして、支援指導主事を軸として、学校や家庭、子ども家庭総合支援室等と連

絡調整を行い、個々の児童生徒の課題や家庭の状況などを把握した上で、それ

ぞれに適した学び方を探り、未然防止にも力を入れていきます。 

学校は主に、地域学習やＩＣＴを取り入れた児童生徒が主体的に楽しめる授

業づくりと、学びに向かう集団づくりに力を注ぐようにします。そのためには、

議会からご提言いただきました、学力向上等に向けた教員の研修の場の確保を

受けて、他県から講師を招いたりオンラインを活用したりして研修を実施する

予定です。 

２の居場所づくりですが、児童生徒の落ち着いた生活と学習の場を保障する

ためのものです。主に、不登校傾向の児童生徒を中心に、町の中間教室と校内

中間教室や相談室での生活を勧めます。 

来年度は、中学校中間教室に町費職員を常駐させ、個別の学習指導を支える

とともに、学級へ戻る意思のある生徒には、そのためのアドバイスを行ってい

きます。 

また、学習意欲はあるが家から出られない児童生徒には、ＩＣＴ教育指導員

と連携して、学校の授業をオンラインでつなぎ、学校とのつながりをつくって

いく予定です。さらに、児童生徒の状況に合わせて、自然体験や農業体験、学

び直しなど、個々のニーズに応じた居場所の設置も考えていきます。 

一方、民間施設を利用している生徒もいる現状を踏まえまして、民間機関と

の連携も積極的に行っていきます。 

３の学ぶ力の育成については、不登校のみならず、すべての子どもに関わり

ます。高森の子どもは素直でよい子だが、大胆さや力強さがいまひとつだとい

う、学校運営協議会や教育懇談会での町民からのご意見を踏まえ、たくましさ

や自己肯定感を育むことを重視します。そして、保育段階から主体性の発揮や

特性の伸長に力を入れ、これを小中へと継続するようにします。 

また、全国学力・学習状況調査において、生活リズムの安定と学力との相関

関係が指摘されていることから、早寝早起き朝ごはんや電子メディアの適正利

用などの啓発を行い、児童生徒に活力を育むよう図ってまいります。 

最後に、不登校だけに限らず、町内の児童生徒一人ひとりが自己を確立し、

社会人として自分らしく生きていけるよう、支援していきたいと考えています。 

○議長（小平一博君） 齋藤 天君。 
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○２番（齋藤 天君） とてもすばらしい取り組みだと思いました。 

あと、私が感じているところですと、地域の方たちとのお祭りや文化活動な

んかを通して、子どもたちがとても元気になっている姿も見ております。もし

そういったような地域活動、すいません、補足でお願いします。 

地域活動などとも、地域とつながっていくような活動ももしありましたら、

教えていただけますでしょうか。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

高野教育長。 

○教育長（高野正延君） 私の知っている範囲のことで恐縮でありますけれども、各

地で既にお祭りの練習等始まっておりますが、いくつかの地域では、いわゆる

氏子でなかったり、地区あるいは区等ですね、あるいは自治会ですか、参加し

ていなかったりする家庭のお子さんにも、やはりきちんと声をかけて、それで

もしよかったら参加しませんかというそんな活動をされているところ、そんな

情報が入っております。やはり子どもさんたち同士は、氏子である、ないに関

わらず、お付き合いもありますし、そういったことだったらやってみたいとい

う子どもたちがおりますので、そうやって尐しでもつながりを増やしていくと

いうこと、それは子どもたちに限らず、地域の今後の発展のためにも良いこと

かなと考えていますので、そこら辺は校長会でも話しましたけれども、学校と

しては大いに「そういった機会があったら参加しなよ」という声をかけている

ところです。 

○議長（小平一博君） 齋藤 天君。 

○２番（齋藤 天君） 今のお話のように、地域とつながって、子どもがどんどん元

気になる。しかもそんな子どもたちというのは、おそらく地域に貢献したいと

いうふうに思うんじゃないかなと思います。そうすると、大人になって、きち

んと常会の活動や消防団にも入ろうとか、学校を卒業したらやっぱり地元へ戻

ろうとか、そういったようないま現状にある地域課題、さまざまなことの解決

の糸口に、もしかしたら彼らがなってくれるんではないかなと私は感じます。 

最後に、「天のまさに大任をこの人に降さんとするや、必ずまずその心志を苦

しめ」という一節が古典にはございますが、本件は、私たちに与えられた大任

であると思います。決して平坦で楽な道ではないとは思いますが、私たちが一

丸となって取り組めば、必ず道は見えてくるのだと信じております。 

一歩一歩と相補いながら進んでいくことを切望いたしまして、一般質問とさ
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せていただきます。 

 

◇ 通告８番 三浦 喜久夫（７番） ◇ 

○議長（小平一博君） ７番、三浦喜久夫君。 

○７番（三浦喜久夫君） ７番、三浦喜久夫でございます。 

通告に従いまして、一般質問を行っていきます。 

特定外来生物駆除と竹林整備、どう対処していくのかという点で行っていき

ますので、よろしくお願いします。 

暖かくなりますと、また植物が活気づいて、竹林にタケノコ、また野山や土

手には特定外来植物のアレチウリ、オオキンケイギクなどが、我こそはと勢い

を増してきます。厄介者といわれるこの植物の被害が気になる季節になってき

ました。 

昨年、「ＧＡＩＲＡＩバスターズ」やビリンジャーの活動に参加しまして、こ

の高森の豊かな自然の生態系を守る活動に尐しでも力になれるかと思いました

が、限界も感じておるところでございます。 

決め手になる提案はできませんが、考えてみたいと思います。 

（１）番でございます。 

「ＧＡＩＲＡＩバスターズ」の駆除活動を通じて、アレチウリやオオキンケ

イギクが気になるようになってきました。生息域が非常に広がっているように

も思えます。 

環境基本計画では、アレチウリ等の特定外来生物の調査を行い、適切な駆除

を行うとあります。町内にどれくらい特定外来植物の生息域が広がっているの

か、分布図などを作成できておりますか、お聞きいたします。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

多田井環境水道課長。 

○環境水道課長（多田井 素君） 平成 28 年から３カ年の調査を行い、令和２年３月

に発行した「高森町の動植物」では、特定外来生物に指定されているアレチウ

リ、オオキンケイギク、オオハンゴンソウ、また外来生物であるメリケンカル

ガヤの４種等について、その生息の確認地点が掲載をされ、公表されている資

料となります。 

一方で、令和２年度から実施をした「ＧＡＩＲＡＩバスターズ」の駆除作業

の実施場所や、バスターズの会員の皆様からの繁茂状況等の情報提供をもとに、
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１万分の１の町図に生息箇所を落とした簡易なものは、担当課として作成をし、

その生息域の一端について把握をしているといった状況でございます。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 三浦喜久夫君。 

○７番（三浦喜久夫君） そういった分布図などもあるということでございまして、

①番に入ります。 

オオキンケイギクの場合、同じ場所を駆除していれば必ず減ってきておると

いうところは感じております。駆除の効果は見えてきていると思っております。 

「ＧＡＩＲＡＩバスターズ」の今年の活動は行わないということでございま

すけれども、駆除活動をその調査活動に切り替えて、生息の状況を報告しても

らってはどうかということをちょっと考えてみました。 

生息状況の追跡調査を続けて、分布がどのくらい拡大しているか、そんな状

況を把握し、記録を残していくことも必要と思います。そこに駆除しなければ

ならない植物が生息しているというそういう認識を持っているだけでも、次の

対策がまた打てるのではないのかというふうに思いますけれども、いかがでし

ょうか。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

多田井環境水道課長。 

○環境水道課長（多田井 素君） 先ほどの「高森町の動植物」の継続調査につきま

しては、当時の調査委員の皆様から、改訂に向けた調査の継続は困難とのご意

見をいただいているということ、また、いま議員からご案内がありましたとお

り、令和５年度はバスターズとしての活動は中止をするとしたことから、駆除

活動を調査活動に切り替えていくということは難しいという状況でございます。 

町民等の活動によりまして、調査活動は難しいということではありますが、

特定外来生物の担当課としまして、その生息域等の把握は、今後も引き続き実

施をしていく必要があるものと認識しております。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 三浦喜久夫君。 

○７番（三浦喜久夫君） いま継続調査は難しいというご意見でございましたが、バ

スターズ隊員であれば大体場所的なところも確認しておりますし、そういった

ところがどのくらい増えていっておるのかという報告だけでも、これからのま

た増えてきたというようなことも思われるかもしれませんが、すいません。そ
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の補足でいいですか、補足質問でお願いします。 

ほんと追跡調査をしながら、そういった資料を住民の皆さんに配布して、そ

れを知ってもらうことも、「ＧＡＩＲＡＩバスターズ」がやってきた活動が見え

るかと、そういうふうに考えて思ったんですけれども、そういった情報を集め

たものを配り、また住民の皆さん方からは意見をもらったりして、追跡調査を

してもらい、そういった分布図をもう尐し見ていくという、そういった方法も

どうかなというふうに思うんですけれども、いかがでしょうか。 

○議長（小平一博君） 補足に対する答弁を求めます。 

多田井環境水道課長。 

○環境水道課長（多田井 素君） ありがとうございます。 

先ほども答弁させていただきましたけれども、やはり担当課として、町民の

皆様からそういった情報提供をいただいたときには、やはり記録として残して

いくということは必要だというふうに思います。 

ただ、先ほど申しました町図につきましては、やはり１万分の１という大き

な高森町全図を示しているものでありますので、細かくピンポイントにどの土

地だとか、どの地籍だとか、ちょっとそういったところまで把握はできていな

いということではありますけれども、概ねこの辺りにという、そういった生息

域の把握というものは、今後も引き続き行っていく必要があるものと認識して

おります。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 三浦喜久夫君。 

○７番（三浦喜久夫君） そういった分布図や何かも町民にも、１万分の１ではちょ

っと小さくて見にくいかもしれませんが、知らせるということも、関心を高め

ていくことの一つになるんではないのかなというふうに思って質問させていた

だきました。 

②番に入ります。 

この活動を通じて、ほんと根絶するには長い年月がかかるんだなということ

を自分でも体感しました。先日、「ＧＡＩＲＡＩバスターズ」の反省会がありま

した。20 人足らずで駆除しても繁殖力の方が強くて、限界も感じているという

参加者の声もありました反面、抜き取りを続けていけば効果も出ていると感じ

ている。達成感は感じられませんが、活動は無意味でない。続けていかないと、

また元に戻ってしまうんではないかという危惧感も感じている、そんなような
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意見も出ておりました。 

作業体系を見直して、住民の協力を得るなど、駆除活動を続けていかないと

ますます勢いを増してくることは間違いないと思います。バスターズの活動が

次のステップに続けられないのかなというふうに考えておるところですけれど

も、その活動の結果、調査、そういったものに基づいて、21 地区ごとに重点箇

所を決めて、毎年同じ場所で、種ができる前に駆除活動をまず行ってもらうこ

となどして、尐しでも抜き取りをするということですね、そして種を増やさな

い、そういったことの仕組みができないものかというところで、どうでしょう

か、お伺いいたします。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

多田井環境水道課長。 

○環境水道課長（多田井 素君） 河川清掃のように全町挙げて一斉に駆除活動に取

り組むことは、町民の皆様の出労機会の軽減、また、役員数の減尐等を町とし

て現在検討している状況では、すぐに実施することは難しいと考えております。 

町といたしましては、今後、特定外来植物を町民の皆様にもっと知っていた

だき、気づいた方が抜き取りをしていただけるような工夫された広報等に努め

るとともに、各地域の環境整備作業等の際に抜き取りなどを依頼したいと考え

ております。一人でも多くの方が抜き取るという、その行動に移していただけ

るように努めてまいりたいと思っております。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 三浦喜久夫君。 

○７番（三浦喜久夫君） この通告書をした後に反省会がありましたので、課長の答

弁、いま同じような話になってしまいまして、すいません。 

ほんと誰でもが抜き取るということが、気がついたら抜き取るというところ

が基本ではないのかというふうに思っております。 

③番に移ります。 

ということで、誰かが取り組むということではなくて、誰もが取り組むそう

いった課題として、もっと多くの町民に関心を持ってもらうというところが必

要であるかと思います。 

特定外来植物を増やさないという意識を持ってもらうための仕掛け、また、

やらされ感という感じではなくて、自分ごととして危機感を感じる、そんなよ

うになることが必要であるかと思います。一人で思ってもなかなか行動に移せ
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ませんけれども、何人かで集まって駆除すれば、それなりの効果が見られると、

これは「ＧＡＩＲＡＩバスターズ」で実証済みであります。尐しでも駆除に関

われば、将来への危機感も感じられると思います。 

アレチウリ、オオキンケイギクの生態や駆除の方法、また、種を作らせない

などの学習機会をつくることが必要と思います。とにかく土壌シードバンクと

いう言葉があるんですけれども、そういった土壌シードバンクをつくらないと

いうことを知ってもらうだけでも、特定外来植物への関心を持ってもらうこと

につながらないのかなというふうに思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

多田井環境水道課長。 

○環境水道課長（多田井 素君） これまでも長野県の出前講座を活用した学習機会

の提供や、バスターズの活動を通じた町民の皆様への特定外来生物への関心を

高めてもらう取り組みを進めてまいりましたが、まだまだ町民の皆様には浸透

していないものと痛感をいたしておるところでございます。 

先ほどの広報のやり方を含め、効果的な方法について継続的に研究しながら、

特定外来生物への意識高揚が図れるよう努めてまいります。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 三浦喜久夫君。 

○７番（三浦喜久夫君） ほんとこのまま放っておくと、高森の自然も順々にそうい

った外来生物に犯されていくというところも危惧しますので、よろしくお願い

いたします。 

続いて、（２）番の方の質問に入ります。 

町が竹林整備をしております山吹の城坂、吉田古城、また下市田の羽根坂が

代表的になるかと思います。竹林は竹を全伐採しても、放置すればまた元の竹

藪となってしまいます。私もビリンジャーで羽根坂の竹林整備に携わりました

が、再生する竹をただ切り倒しているだけで同じことの繰り返し、そんなこと

をしているだけのようにも思われます。 

竹林を今後どんな状態にして維持していくのか、竹林整備後の姿を明確にし

て取り組む必要があると考えます。町として城坂をはじめとした竹林の将来、

どのような姿を描いているのか、お伺いいたします。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

野沢産業課長。 
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○産業課長（野沢 稔君） 竹につきましては、従来は、かつては食用としてタケノ

コを採るだけではなく、さまざまな器や道具の素材として、また、垣根などに

広く用いられ、有用なもの、価値のあるものとして身近にありました。利用す

ることで適度にその範囲は抑制され、面積を広げることはありませんでしたが、

現在の生活様式の変化の中で管理が行き届かなくなり、身近にある困りものに

なってしまったというのが現状ではないかというふうに考えられます。 

町では、特に生活に身近なところで、また特に防災上などの観点からも、影

響の大きい段丘崖、この段丘の突端に生息します竹林について整備を行い、ま

ずは皆伐などの整備を行いながら、その後の維持管理を、地権者あるいは地域

の皆様協働での維持管理ということで取り組んでいくことを目指し、モデルと

して城坂などに取り組んでいるところでございます。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 三浦喜久夫君。 

○７番（三浦喜久夫君） 維持管理はそういう地域の人たちだと思いますけれども、

私は、植林、②番にいきます。 

竹林を、城坂辺りは何を植えたって広葉樹林に再生するような仕組みもやっ

て、実際に植えてあるということでございますけれども、なかなか手間暇がか

かります。間違えた。 

①番の質問でございます。 

竹の特性からしても、再生竹が発生し、広葉樹などを植えても成長を妨げる、

それだけだと思います。このように城坂は苗木を植えてあるということでござ

います。 

ちょっと私の調べたその資料の中では、竹林を広葉樹林に再生するには、再

生竹の発生をできるだけ尐なくする。そのためには、光の光合成を抑えること

が必要とありました。活発な光合成を行う夏の季節ですね、夏季以前に竹を伐

採し、同化養分の地下茎への流れを抑えれば、タケノコの発生が弱まるとあり

ました。その後、再生する竹は穂先タケノコとして切り取るか、タケノコをで

きるだけ伸ばし、その葉の転用と同時に切り取れば、地下茎内の養分が消耗さ

れ、地下茎の活力が弱まるということです。この作業処理のタイミングが大事

で、これを３、４年継続して行うことで、竹の勢力も衰え、広葉樹林の転換が

容易になると書かれておりました。 

広葉樹植栽後の下草管理も必須条件で、作業ですけれども、竹は腐る速度が
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遅いので処理には結構大変な作業です。広葉樹を植えた、先ほどもありました

ように、植えた後、ちょっと下草を刈りましたけれども、そういった城坂など

の竹の発生を抑える管理のことについては、どういうふうに行っておりますか、

お聞きいたします。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

野沢産業課長。 

○産業課長（野沢 稔君） ただいまご紹介いただきましたように、城坂では、町で

竹林伐採、それから作業道などの開設を行いながら、植樹、そして、その後の

維持管理を地域の皆様へといった流れで計画をしてまいりましたが、伐採後、

奇しくも火災に見舞われ、その焼損木の伐倒など作業も必要になったことから、

なかなか植樹が遅れてしまったということが起こっておりました。 

一昨年には、広葉樹を植栽させていただいて、現在、町で下刈りをさせてい

ただいておるというところでございます。 

ご指摘いただきましたその竹の伐採の方法でありますけれども、ご紹介いた

だいたように、その竹を根元から切ってしまうのではなくて、一定の高さで切

ることによって、その竹自身が切られたことに気がつかないといいますか、次

の地下茎からの新しい若竹の発生を抑制しながら、先ほどおっしゃっていただ

いたようなその時期、転用した頃に、葉が開いた頃に、その穂先を刈り取って

いく、頭をおしょっていくというような管理の方法で、次のやつを抑えながら、

今のやつを大きくしない、そして最後に切っていくというような方法もあるよ

うでございます。 

こういったものは、その時期、作業の時期ですとか、その方法について、ま

た、あるいは薬剤の導入なども含めまして試行をさせていただきながら、どう

いった方法が、この地域で、その場所で適切なのかを計らってまいりたいと考

えております。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 三浦喜久夫君。 

○７番（三浦喜久夫君） ②番の質問に移ります。 

広葉樹林に再生するには結構な時間と手間がかかりますし、お金もかかりま

す。逆に考えれば、竹は切りさえすれば、また竹林として維持できるというこ

とでございます。既存林では植栽をしないでも、毎年竹材を生み出してくれる

のが竹の繁殖特性です。 
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中学生からの提案で、竹楽器を使った校歌のプロモーションビデオであると

か、今年の流しそうめんプロジェクト、また、まるごと収穫祭の竹アーチやラ

イトアップ、そういった竹の活用も考えてくれております。小学生もまたいろ

いろ考えて提案してくれております。 

先ほど課長の答弁の話にもありましたように、昔は竹をほんと上手に活かし

て、そういった竹細工や農業や建築資材や食べることも、また、お祭りやなん

かの民俗芸能のような行事、そういった庭の塀なども竹の特性を活かして、さ

まざまなところで利用されてきました。竹はそういった弾力性や柔軟性、割り

やすい、乾燥させれば非伸縮性を利用してものさしや、昔は計算尺といったも

のも作られておりました。炭にして土壌改良材とか竹酢液など、そういった植

物の生長促進や殺菌剤・殺虫剤にも使われてきております。竹はそれこそ資源

として利用されてきましたが、先ほどの課長の話にもありましたように、プラ

スチック製品に代わったということ、中国産からの輸入、また担い手不足など、

放置竹林が増えてきております。 

このご時世でありますその脱プラスチックの波に乗って、もう一度、竹製品

を見直して竹を活用する仕組みを考えてみたらどうかというところなんですけ

れども、よろしくお願いいたします。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

野沢産業課長。 

○産業課長（野沢 稔君） お答えさせていただくにあたり、事例として考えており

ましたものは、先ほど議員の方からご紹介をいただきました。子どもたちが身

近なその課題としてさまざまな体験に、その竹林あるいは竹を使った取り組み

をしてきていただいております。 

また、その取り組みに対して、地域の皆様が参加してご協力いただき、一緒

に携わっていただけているということにつきましては、改めて御礼を申し上げ

たいと思っております。 

こういった気運が、今まさに町内で盛り上がっているところの中で、竹の活

用方法ということでご質問をいただいております。なかなかその有用な方法が

いま見いだせていないわけでありますけれども、試行としましては、この３月

21 日にはその破砕機のプロモーションといいますか、見学をしていただきます

けれども、課題としては、やはり竹の生長に対して、それを材料に使うものに

加工するまでのコスト、時間もコストも大きくなってしまうというところが、
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あまりに竹の生長が早いことで間に合わないというところが課題かというふう

に考えられます。 

なかなかそういったものが、端的なものはいま申し上げることはできないん

ですけれども、またそういったものについても、ぜひ皆様の方でも案がござい

ましたら、ご紹介いただきますようにお願いをいたします。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 三浦喜久夫君。 

○７番（三浦喜久夫君） ただいま町で持っておる粉砕機が、竹粉機というんですか、

そういったものも今度披露されるということでございますけれども、そういっ

た中で食器を作っておるという話も聞いております。そういったところも進め

ていってもらいたいと思うんですけれども、ちょっともう尐しちょっと考え方

を変えて、竹、昔、竹も農業資材とか使われておりました。竹をそのまままた

農業や資材や建築資材として活用する取り組み、先ほどありましたように、果

樹の枝受け支柱であるとか、補足質問でいいですか。 

○議長（小平一博君） 補足質問、はい。 

○７番（三浦喜久夫君） 家庭用の菜園のビニールハウスのトンネルの骨組みである

とか、先ほどのイノシシの侵入防止柵であるとか、そういった昔やって使って

いたものをもう一回見直して、復活して竹を利用していくといったところ、そ

ういったところもまた考え方は違うんではないのかなということで、竹の見直

しということで、パウダーとかそういった形を変えて、パウダーやチップに形

を変えて違うものを作るんではなくて、竹そのものを農業資材や工業原料とし

て活用する、そういったところもまた見いだせれば、今ある竹、竹林も活かす

ことができるんではないのかというふうに、一つの方策になるのではないのか

なというふうに思うんですけれども、いかがでしょうか。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

野沢産業課長。 

○産業課長（野沢 稔君） ありがとうございます。 

そういった竹の有用な身近な資材としての使用については、かつては皆さん

がそれぞれそういった経験をお持ちになりながら、自ら切り出して加工ができ

たわけでありますけれども、現在、子どもたちも、また、子どもたちの保護者

も、私も含めましてですが、そういった体験が薄れてきているということが一

つあるかと思います。 



 - 151 -   

そういったものは、先ほど申し上げました地域学習、総合の学習ですとか、

そういったところを通じながら、今まで使ったことのない道具、あるいは今ま

で触ったことのないその竹の素材としての価値であったり変化であったり、そ

ういうものが子どもたちに受け継がれていくということで、先の長い話ではあ

りますけれども、その何が竹に、竹が何に使えるかということを考えていける

人材というんですか、知識がまた広まっていくといいなというふうには考えて

おります。 

ただ、これを今すぐその資材として使うというところには、なかなかつなが

らないのかなというふうに考えておりますが、身近にある農業用資材、そうは

いってもこの地域の農業としての資材としての可能性がないかは、また皆様と

考えてまいりたいと思います。 

○議長（小平一博君） 三浦喜久夫君。 

○７番（三浦喜久夫君） それこそ竹を切り倒して、そのまま竹林に放ってくるとい

うのではなくて、やっぱりそういったものを搬入して、チップにしちゃうのが

楽なんですけれども、それこそ棒状になったものなんかは、家庭菜園の野菜の

手にもなります。そういったのを農業、自分で取ってくればほんとはいいんで

すけれども、その竹林整備をしたときに尐しでも生み出せる、そんなふうにな

ればいいかなというふうに思って提案させていただきましたが。 

③番に移ります。 

その竹林を広葉樹林に再生するにしても、竹を活用するにしても、竹林整備

のための林道や作業道を整備することを提案したいというふうに思います。 

私も地元の竹林を地域の人たちと整備しておりますが、現地までの林道や作

業道の整備がまず優先になります。尐ない作業工程の中でその準備作業が一手

間かかるということであります。また、ビリンジャーの羽根坂での作業経験で

いっても、災害の傷だということもありますが、この急斜面での作業を強いら

れまして、作業効率も非常に悪いわけであります。 

そういった竹林作業を円滑にするために、また今は機械等そういったものが

必要になりますので、そういった搬入も容易にできるような林道や作業道の整

備、そういってされていると、私たち地域の人たちも、竹林を身近に感じられ、

そんなふうな思いもありながら、林道や作業道の整備をすることを提案したい

と思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 
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野沢産業課長。 

○産業課長（野沢 稔君） 現在のところ、町で進めておりますその竹林の整備、先

ほどお答えをさせていただきましたとおり、この段丘崖といいますか、里に近

いところでやらさせていただいておりまして、いわゆる林業施業の林道ですと

か作業道といった規模は、なかなかこのところでは、そこまでは必要ないのか

なというふうに考えております。 

ですので、冒頭で、町として行いますその竹林の伐採などの過程の中では、

当然にそういった作業道的なものが造られていくかと思いますし、そういった

ものの範疇の中でできるものを、その場所が、場所で必要なものが異なるかと

思いますので、そういった道が必要な場合には、その作業の中で開設すること

も可能なのではないかなというふうに考えます。その後の維持管理というもの

は、やはり地区の皆様でお願いしていきたいと思いますが、もしいま現状で個

別のその課題ということがありましたら、またその場所場所でのご協議をさせ

ていただければと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（小平一博君） 三浦喜久夫君。 

○７番（三浦喜久夫君） それこそ林道や作業道、そういったものがあると竹林が身

近に感じて、その竹林も何とかせにゃあなというふうに思うように感じられる、

そういった町民が増えてくるといいなというふうに思っておりますが、まとめ

として、私もビリンジャー、バスターズの座学や実践で、駆除するとかそうい

ったものの知識も多尐できました。それでまた尐人数ではなかなか太刀打ちで

きないというところも感じております。 

町のそういった景観を残すために、町民ぐるみでそういった竹や外来植物の

対策と実践ができたらということを思いまして、以上をもちまして一般質問を

終わりにします。 

 

 

◇ 通告９番 河合 隆俊（４番） ◇ 

○議長（小平一博君） ４番、河合隆俊君。 

○４番（河合隆俊君） 議席番号４番、河合隆俊。 

通告に従って、安心、安全な子育て環境について、伺います。 

はじめに、尐子化はコロナ禍において想定を大きく上回るスピードで進み、

２月 28 日の厚生労働省の発表によると、2022 年、国内の出生数は 79 万 9,728
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人と、過去最尐となりました。 

またその一方で、2021 年の出生動向調査では、18 歳～34 歳の未婚者は、男

女ともに８割が結婚を考えており、結婚、出産に関する若い世代の希望を叶え

る支援があれば、尐子化のペースを穏やかにできるとしています。 

政府は、誰もが子どもを安心して産み育てられ、十分な教育が受けられる社

会づくりを国家戦略として、昨年 11 月に子育て応援トータルプランを発表し、

この４月からこども家庭庁が設置されます。子どもや若者、男女共同参画の視

点から、子どもも親も希望を持って幸せを実感できる社会への改革を進めてい

くときだと思います。 

そこで、こども家庭庁の創設について、国の施策の展開を、今後どのように

とらえていくのか、伺います。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

壬生町長。 

○町長（壬生照玄君） こども家庭庁の創設につきましては、国全体として子どもを

真ん中に置き、子どもの最善の利益を第一とし、当事者目線の政策を、年齢や

制度の壁なく、また、切れ目なく包括的な支援を行っていくための中心的組織

とお聞きしております。 

子どもに関する政策が省庁ごとに異なる方針ではなく、統一の方針で実行さ

れることで、基礎自治体においても、これまでの取り組みをより充実させるこ

とができると考えています。 

また、各自治体の独自性を持ちつつも、自治体間競争ではなく、全国どこに

住んでいても基本的なサービスが受けられるような、国全体の子育て支援の足

並みが一定程度揃うというところも期待しております。 

なお、高森町は、これまでも関係各課の連携を密にして、全庁を挙げて子育

て支援を行っていますので、こども家庭庁の創設により、町の組織を見直しす

ることなく、年齢や制度の壁なく、切れ目ない包括的支援に取り組んでいく予

定です。 

先日、国は 2022 年の出生数が、速報値で統計以来、初めて 80 万人を割った

と発表をしています。 

高森町の年尐人口の割合は、県内では高い方でありますが、令和４年の出生

は 87 人であり、10 年前の平成 24 年までは 130 人前後の子どもたちが生まれて

いたということを考えると、当町の出生数も大きく減尐しているということで
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す。 

こども家庭庁がリーダーシップを取って、地域の特性に合った尐子化対策を

推進していく、こういったことにも期待をしているというところであります。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 河合隆俊君。 

○４番（河合隆俊君） それでは、関連質問①へまいります。 

当町では、２月８日から産前産後ケア事業として、国の出産・子育て応援交

付金を活用し、妊娠期から出産、子育てまで一貫して相談に応じ、支援につな

ぐ伴走型の相談支援と、妊娠期と出産後の経済的支援を行っております。2022

年４月以降に出産された方が対象で、妊娠期に５万円、出産後に５万円を支給

し、２月８日前に出産された方には一括で 10 万円が支給されます。 

また、伴走型の相談支援については、当町では、以前から妊娠、出産された

方に面談を行っていただき、目の前の一人に寄り添った支援に以前から取り組

んでいただいております。 

そこで、コロナ禍において、出産、妊娠された方に面談する中で、内容に何

か変化はございましたか、伺います。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

本島健康福祉課長。 

○健康福祉課長（本島 憲君） それでは、保護者等の面談のさまざまな場面の中か

ら聞こえてきました内容をいくつか例示をさせていただきます。 

例えば、コロナ禍で出産の立ち会いができなかったことや、入院中の面会制

限があることに不安を持った。あるいは、家の中で遊んでいると、つい子ども

を怒ってしまうことが増えた。子どもへの叱り方が強くなってしまう。子ども

と尐し離れていたい、といったような内容。また、あるいは飲み会や集まりが

多かった旦那さんが早く帰ってくる、こういったことが増えて子どもを見てく

れるのでうれしかった。 

このような声が、相談や面談を行った職員から、コロナ禍の変化として、以

前にはなかった種類の相談ということで聞いております。 

コロナ禍など、どのような状況があってもつながることができる場というも

のが用意されて、気軽に相談いただくことの必要性や大切さ、こういったとこ

ろを、このような相談の中からも改めて認識をしたところでございます。 

また、相談の場や機会を整えるだけではなく、そのような場があることを、
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子育て世代の皆様にお伝えしながら、安心して子育てができるサポートを継続

する必要性も感じております。 

感染が落ち着き、以前のような行動ができるようになることで、子育てされ

ている皆様の不安が和らぎ、リフレッシュにつながることについても大きく期

待をしておるところでございます。 

○議長（小平一博君） 河合隆俊君。 

○４番（河合隆俊君） それこそ先日、出産された方ですけれども、町でしっかり支

援といいますか、面談をしていただいたことで、最初は初めてだったので不安

だったんですけれども、無事に出産することができましたということで、そう

いう声を伺っておりますので、また引き続き、一人ひとりに寄り添った面談に

取り組んでいただきたいと思います。 

それでは、次の関連質問②へまいります。 

伴走型の相談支援の中で、各家庭の事情や親の健康状態などから、孤独の中

で育児に向き合わなければいけない母親もいます。子どもと親の日常を守るた

めに、家事支援等が必要なケースも予想されます。 

当町では、妊娠時に産前産後家事応援券が交付され、家族の支援が受けられ

ないときや、体調不良で支援が必要なときに利用することができます。 

町内の２つの事業所では、産後のお母さんのご自宅に伺い、家事からお子様

のお世話等、産後のお母さんに寄り添ったサービスを提供しています。 

そこで、家事支援員、産後ドゥーラの育成について、家事支援員等の資格を

取るための支援制度なども必要と考えますが、現状と課題を伺います。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

本島健康福祉課長。 

○健康福祉課長（本島 憲君） はじめに、高森町の状況をお話しさせていただきた

いと思います。 

高森町の家事支援を目的とした制度は、５カ月までのお子さんを持つ家庭が

利用できる産前産後家事育児支援事業として、妊娠届け出に 500 円券 10 枚をお

渡しし、必要なサービスを利用する際の経済的支援を行っています。 

また、ファミリーサポートセンター事業では、支援を必要とする方と支援す

る側、それをマッチングし、地域で互いに子育てを支え合う仕組みを構築して

います。ファミリーサポートセンターの事業のメニューにも、妊婦さんや小さ

なお子さんがいる家庭の家事支援がございます。 
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初めに申しました産前産後家事育児支援事業の令和３年度の利用者は５名、

令和４年度２月末時点の利用者は 13 名です。この利用状況が尐ないのか、ある

いは十分なのか、また、依頼する選択肢が尐なく、使いづらい状況なのか、あ

るいは逆に、多くの方がこれらの支援を利用しなくても、家族や知人の支援を

受けられているのか、これらについては、面談やアンケートを通して状況をお

聞きし、分析することが必要だと考えております。 

さて、議員から家事支援員の資格取得支援というご提案をいただいておりま

すけれども、現在のところ、個人事業主として家事支援を行う方の資格取得を

支援する予定は、現時点ではございません。 

しかし、先ほど申し上げたような現状の分析によりまして、ニーズに対する

こういった支えの体制が十分でないというところがわかってまいりましたら、

ご提案も含めて、拡充を図っていく必要があると考えております。 

また、そのような資格を取りたいが、金銭的なハードルが高いといった実際

のなり手の方からの要望の有無、こういったものにも注視してまいりたいと思

います。 

社会の変化に合わせて、妊娠、出産、子育てに関する支援のニーズも変化し、

支援策の見直しや改善、これは常に行い続ける必要があると考えています。妊

娠から出産、子育てまでのさまざまな関わりの場において、また、新たな伴走

型支援における面談やアンケートなどによりまして、現在の妊産婦さんが子育

て支援に何を必要としているかを把握し、分析を行った上で、必要な改善に適

切に取り組んでまいりたいと思います。 

○議長（小平一博君） 河合隆俊君。 

○４番（河合隆俊君） では、関連質問③へまいります。 

厚生労働省は、１月に保育所の使用済みおむつの処分について、保育所で対

応するよう、全国の自治体に通知を出しました。 

令和２年７月の一般質問で、紙おむつのリサイクルについて、環境水道課課

長は、「再生利用等の研究を始めたい」と回答されております。その後の取り組

みについて、お聞きいたします。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

多田井環境水道課長。 

○環境水道課長（多田井 素君） 使用済み紙おむつの再生利用等リサイクル化につ

きましては、令和２年６月の一般質問の後、その年の 11 月には、当町から提案
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をさせていただき、南信州地域振興局が事務局であります「チャレンジ 800 実

行チーム」主催の使用済み紙おむつの再生利用等についてのオンライン学習会

が実施をされました。環境省環境再生・資源循環局から、取り巻く現状やガイ

ドラインの説明等を、管内８市町村担当者がお聞きをいたしました。 

また、北部４町村で構成される北部衛生事務協議会の担当者会議の場におい

ても、このことを議題として高森町から提出をし、他町村との情報共有を図っ

た経過がございます。 

さらに、昨年 10 月、飯田環境センター主催の構成市町村ごみ処理事務担当者

会におきましても、構成自治体から検討状況の確認が議題に上がったところで

ございます。 

これらの情報共有の中では、いずれの自治体も現在取り組みには至っていな

いといった状況でございましたが、先ほどの事務担当者会の場におきまして、

飯田環境センター事務長からは、今後検討していく必要がある旨の発言があっ

たところでございます。 

当町におきましては、使用済み紙おむつのリサイクル化の必要性につきまし

ては、今でも認識をいたしておりますが、ゼロカーボンの推進と同時期となっ

たことや、紙おむつの収集方法や収集場所等の課題、費用対効果等を踏まえ、

町単独での事業化は、当面の間は困難であるという位置づけをさせていただき

まして、その研究が順調に進捗をしているという状況ではないということにな

ろうかというふうに思います。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 河合隆俊君。 

○４番（河合隆俊君） 続いて、関連質問④へまいります。 

現在、町内の保育園では、使用済みおむつは、保護者に方が持ち帰っており

ますが、おむつの持ち帰りがなくなれば、保護者にとって大きな負担軽減にな

り、また、保育士にとっても、使用済みおむつを子どもごとに振り分ける業務

がなくなることで、負担軽減につながると考えます。 

処分費用の課題はありますが、便の状態や回数等を保護者へ伝える等、子ど

もの健康状態を把握した上で、保育園での使用済みおむつの処分に取り組んで

はどうか、伺います。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

福島教育委員会事務局長。 



 - 158 -   

○教育委員会事務局長（福島直美君） 現状としましては、町立保育園では使用済み

おむつを各自で持ち帰っていただいています。「認定こども園ぱどま」におきま

しては、使用済みのおむつは園で回収をし、無償で回収をするということを実

施しておりますが、今後は利用料の徴収も検討しているとお聞きしております。 

新しく開園します高森あかり保育園では、使用済みのおむつは園で処分、処

分料として月額 350 円をいただき、軟便の場合は、便の状態を見ていただくよ

う持ち帰るようにするということをお聞きしています。 

保育園では、０歳児・１歳児は１日５回、２歳児は１日３回程度の頻度でお

むつ替えを行っています。各園 20 人から 30 人程度の未満児がいることから、

１日に 100 枚～150 枚の使用済みおむつが出ることになります。 

現在は、便の状況など保護者に体調を知っていただくことから、今まで持ち

帰りをお願いしてきたところではございますが、河合議員ご指摘のとおり、厚

生労働省からの通知もあり、町としましても、保護者の皆様、また保育士等か

らの意見を聞き、持ち帰りについての研究を今後進めてまいりたいと考えては

おります。 

○議長（小平一博君） 河合隆俊君。 

○４番（河合隆俊君） 続いて、関連質問⑤へまいります。 

第２期高森町子ども・子育て支援事業計画の幼児教育・保育の無償化による

対応の中で、金銭的な利用のしやすさだけでなく、さらに多様化する子育て支

援ニーズに対応できるようにするため、きめ細かな対応を行っていくとありま

すが、ここで触れております多様化、またきめ細かな対応とは、具体的にどの

ようなことを想定しているのか、伺います。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

福島教育委員会事務局長。 

○教育委員会事務局長（福島直美君） 令和２年度から始まりました第２期子ども・

子育て支援事業計画ですが、計画検討中の令和元年度 10 月に保育園等の無償化

が施行され、そのことを受け、無償化による保護者の動向の把握に努め、金銭

的な利用のしやすさだけではなく、さらに多様化する子育て支援ニーズに対応

できるよう、きめ細やかな対応を行っていきますと計画に記載をさせていただ

いたところです。 

計画策定時の保護者の子育て支援のニーズは、未満児保育の拡充でございま

した。そのため、町では保育園の改築を進め、民間保育所での未満児受け入れ
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体制の充実、また、町立保育園では施設の活用の工夫をし、未満児の入所希望

に応えられる体制整備を現在も進めています。 

計画がスタートしてすぐに新型コロナウイルス感染症が蔓延し、保育園の活

動も制限されることとなり、可能な限り通常の保育ができるよう努めてはまい

りましたが、参観日、運動会などで保護者同士が交流する場はなくなり、不安

や悩みを持つ保護者の皆様が多く見られました。そのような中で、保育士の送

迎の際の声かけや連絡帳でのやりとり、また、子ども家庭総合支援室の設置、

保健師の健診や相談体制の充実、「あったかてらす」の開所などは、コロナ禍の

中であっても保護者の安心につながり、一人ではないと感じさせるものだった

と思います。保護者のより所となる人や場所を大切にし、保護者に寄り添った

細やかな支援につなげているところです。 

今後も、保護者の皆様の子育て支援ニーズをさまざまな形で把握し、丁寧に

対応してまいりたいと考えております。 

○議長（小平一博君） 河合隆俊君。 

○４番（河合隆俊君） 続いて、次の質問へまいります。 

奨学金の代理返還への支援について、伺います。 

日本学生支援機構の 2020 年度の調査になりますが、何らかの奨学金を受給し

ている学生の割合は、大学の昼間の部で 49.6％、短期大学昼間の部で 56.9％に

上り、卒業後の返還の負担に悩む人も尐なくありません。 

奨学金の代理返還は、以前は社員の給与に上乗せする方法しかありませんで

した。日本学生支援機構は、2021 年４月から、企業が機構へ直接送金できる制

度に改善され、この制度により、返還の負担がなくなるだけでなく、支援を受

けた額の所得税が非課税となります。一方で、企業も、若手の人材を採用しや

すくなると同時に、法人税の減額も見込まれます。 

奨学金の代理返還制度は、奨学金の返済に悩む若者の支援、また、人材不足

に悩む地元の企業の支援、そして地域の活性化にもつながる制度であると思い

ます。 

そこで、奨学金の代理返還制度を導入する企業に対し、行政からの支援制度

を創設することで、学生と企業と地域社会の活性化を図ることができると考え

ますが、現状と課題を伺います。 

○議長（小平一博君） 答弁を求めます。 

野沢産業課長。 
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○産業課長（野沢 稔君） 奨学金の雇用側、企業によります代理返還制度について、

ご質問をいただきました。 

これまでも、ご紹介いただきましたとおり、企業が従業員、社員に対しまし

て補助金として福利厚生の制度の一環として、その相当額を支給するといった

制度はあったわけでありますけれども、これが直接それぞれの奨学金の貸元へ、

貸与元へ支払いができるといった制度というふうに理解をしてございます。 

この制度につきましては、今ご紹介いただきました学生支援機構の資料によ

りますと、全国でも 146 社、全国で 146 社が、これは公表していいよという回

答をした企業の数ということでありますけれども、同制度を活用しているとい

うことで、対象の業種につきましては、さまざまな製造業から鉄鋼ですとか、

さまざまなところまで広がっておりますし、規模も大小さまざまな企業さんが

使われているというふうに把握をさせていただきました。 

ただ一方で、この管内、南信州管内ではなかなかそういったところまでの体

力といいますか、企業さん側のお考えというところもあろうかと思いますので、

こういった制度について、こちらについては、企業としては有用な人材の確保

に向けた支援ということかと考えられますが、そういった制度が始まっている

ということについては、商工会などを通じてまた情報提供してまいりたいと考

えております。 

現状で、そこのところを企業に対し、行政が支援をするというところまでは、

いま考えてはございません。 

以上です。 

○議長（小平一博君） 河合隆俊君。 

○４番（河合隆俊君） 最後になりますが、誰もが子どもを安心して産み育てられ、

十分な教育が受けられるよう、引き続き切れ目のない取り組みをお願いいたし

まして、私の一般質問を終わります。 

○議長（小平一博君） これで一般質問を終わります。 

３．散 会 

○議長（小平一博君） 以上をもって、本日の日程はすべて終了いたしました。 

次の本会議は、16 日、午後１時 30 分に開会いたしますので、ご参集願いま

す。本日はこれにて散会いたします。 

閉 議  午後２時２５分 


